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彼

の

兄

は

リ

3
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市
裒
の
榮
職
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在
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又
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弟
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名
な
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轿
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コ
ン
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ィ
ヤ
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ニ
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f

具

を

I

I

Q

:サ
シ
I

f

f

 

^
'
1

つ
た
？
厂
ぃ
.
"：
：ぐ■ 

ち 

彼
€>
姻
域
に
、タ
.ン
サ
ン
；
|

と
稱
す
|

家
が
あ
っ
た
<

^

當
時
の
著
名
な
る
政
治
家
及
戊
文
士
の
訪
れ
る
も
I

だ
多
か
っ
た
。「

法
の
精
神」

の
.著
者
モ
ン
テ
ス
キ
，
ゥ
は
其
一
人
で
あ
り
、

マ 

ブ
リ
ィ
も
亦
ぞ
の4

木

で

き

た

。
タ
ン
サ
ン
夫
人
は
蓮
マ
ブ
リ
イ
が
巧
に
社
會
及
政
治
の
諸
問
題
を
談
ず
る
を
見
て
、
早
く
も
、
そ 

の
才
覺
の
凡
|

ざ
_

■

纖
し
編
畜
兄
の
好
俾
侶
た
る
べ
き
人
物
な
る
事
を
判
知
し
た
I

即
ち
タ
ン
サ
シ
夫
人
の
兄
外 

務
大
臣
と
な
る
や
、
切
に
i

せ
：ら
れ
て
彼
の
秘
書
と
I

,
彼
が
外
交
政
策
の
樞
機
S

割
し
、
能
く
補
佐
啓
沃
の
實
^

そ
の
拟
片
に
背
ヵ
な
ヵ
っ
：た
o
'タ
ン
サ
ン
外
相
の
外
交
政
策
の
多
く
は
マ
♦フ
リ
イ
の
建
言
に
出
で
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ロ
シ
ャ
王
フ 

レ
テ
リ
ッ
ク
美
I

の
手
腕
に
對
し
て
は
敬
意
を
表
せ
し
と
言
は
れ
て
ゐ
る
o
.以
て
彼
の
政
治
的
ホ
腕
の
凡
な
ら
ざ
り
し
を
知
る
事 

が
出
f

管

に

r

七
I

年
I

、■
タ
ン
サ
ン
外
相
が
マ
ブ
リ
イ
の
諫
t

聞
か
ず
、
ブ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
結
婚
の
^
^

を
聲
明
す
る
や
マ
フ
リ
イ
は
決
然
此
地
位
を
辭
し
、
か
く
て
有
望
な
る
墓
を
放
擲
し
て
し
ま
っ
た
。
此
れ
を
境
と
し
て
政
界
を
斷 

念
し
、
爾
來
そ
の
好
む
硏
究
§

頭
す
る
事
と
な
っ
たo 

;

”
”；

I

彼
の
I

は
根
本
的
變
化
を
遂
げ
っ
、
あ
っ
た
。
こ
れ
迄
彼
は
舊
制
度
の
擁
護
者
で
あ
っ
た
が
今
や
こ
れ
S

す
る
忌
挈 

な
き
批
判
者
の
地
位
に
f

ん
と
ル
っ
、
意

た

。

一
，

セ
1

年
に
出
版
し
た
彼
の
處
女
作
i

e

 des 

R
i
a
i
n
s

 

et 

des 

F
r

l
l

s

货
て
は
度
現
行
政
府
形
態
の
熱
心
な
る
支
持
者
で
あ
つ
たo

彼
は
そ
こ
で
君
主
の
た
め
に
、

一
切
の
法
律
よ
り
獨
立

故
る
權
限
を
要
求
し
-君
主
.に
善
を
行
ふ
'.一
切
の
讀
カ
を
賦
與
し
乍
ら
同
時
に
惡
を
爲
す
權
力
を
與
へ
ざ
る
事
を
以
て
僧
行
と
着
做
し 

た
P
'彼
ぼ
又
.國
民
に
貧
の
過
剩
を
分
配
し
、
種
々
：な
：る
國
民
階
級
：を
結
合
'せ
し
め
、
且
つ
.是
等
相
互
.の
間
に
必
要
の
交
易
を
保
持
す
る 

た
め
に
奢
侈
の
必
耍
な
2>
こ
と
ー
を
說
い
て
ゐ
る
。、
然
る
に
今
や
彼
の
態
_度
は
.一

變
し
た
。

一
日
、

エ
グ
モ
ン
伯
の
家
で
此
處
女
作
を
認 

办
る
や
憤
然
こ
れ
を
寸
斷
し
た
：と
い
ふ
0
此
の
由
心
想
及
感
情
(0
激
變
が
タ
シ
サ
ン
外
相
と
分
袂
し
、
：公
的
生
活
か
ら
隱
遁
せ
し
め
.た
る 

敦
酿
發
因
た

.る
事
ゅ
言
'ふ
を
俟
た
な
い
0
而
し
て
か
、
る
思
想
上
0
變
革
を
惹
起
^
し
も
(0
,は
、
彼
自
身
0
思
索
：の
外
に
モ
レ
リ
ィ 

の
#
作
も
亦
與
っ
て
犬
で
あ
る
兮
0
0り

，

r. 

.:

、
政
#'
退
隱
後
僅
か
にf

‘度
政
治
に
關
與
b
た
事
が
あ
っ
た
。
そ
.れ
は
波
蘭
政
府
の
：だ
め
憲
法
起
草
怒
依
賴
せ
ら
れ
し
た
め
、
同
國
に 

赴
ぎ
.

一

年
餘
同
國E

瀠
在
し
て
、
，國
情
を
硏
究
し
た
：事
が
#

0
た
€

。
：
爾
來
全
く
政
#

と
手
を
分
ち
、
隱
遁
し：

て
：餘
坐
を
寧
ら
學
問
硏 

究
ぬ
献
興
し
.た
。，：
|
七
八
芄
席
吼
月
サ
三
日
、」

七
十
六
才
を
以
て
長
逝
じ
た
。
：
こ

.：

彼
資
性
剛
毅
、
'狷
介
不
_
、
r,
.
:
a頗
る
名
利
に
恬
淡
で
あ
：っ
た
。
.富
貴
ぬ
叩
頭
せ
ず
權
門
に
跪
座
せ
ず
操
守
を
固
!̂
し
て
淸
贫
に
甘
ん 

じ
た
？
そ
の
歡
に
タ
シ
：サ
ン
：外
相
ど
合
は
ざ
：る
枣
傲
氣
も
無
{
約
束
さ
れ
た
經
歷
'5
:
乘
て
.
-
:
又
：
フ

ラ

，
ン
X
翰
林
院
の
一
員
た
.る
べ
く
槌 

事
.せ
ら
を
'
Vや
が
^
ュ
リ
'チ
ゥ
侯
禮
讃
t
潔
と
せ
ず
し
て
そ
の
；您
慂
釔
排
1>
.で
受
け
ず
、.：黃

に

；
フ_.
'
フ
シ

せ
ら
れ
ん
と
ず
る
や 

>
:余
の
敦
^.
の
趣
旨
は『

帝
主
は
國
.民
办
た
^
に
作
ら
れ
た
る
も
.の
、
而
じ
,て
國
民
は
決
し
"て
帝
王
の
た
め
に
作
ら 

が
し
も
の
に
非
ず
い
と
奮
日
し
て
ち
の
依
囑
を
画
辭
し
ち
彼
ば
阁
ら
淸
貧
を
誇
り
ゝ
嘗
七
自
著
の
收
入
を
受
け
ず
ゝ
又
唯
一
人
の
下
僕
を 

撖
^
る
^
ず
ぎ
ず
师
が
其
’
僕
办
些
少
故
を
蓄
財
を
檢
さ
ん
が
た
め
に
自
己
わ
必
耍
品
に
さ
ぺ
事
缺
く
乙
と
を
意
と
し
な
か
ク

>
ブ
リ
< 
の
祀
會
厭
離 

S

1
、(

三
九一)
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C
I

D
是

擊

の

搜

匿

何

れ

裏

の

他

行

定

鱗

慕

f

:
容

办

る

o
:
:
;
:
:

淸
貧
と
.

■

な

，
る

自

由

と

.
は

彼

が

蒙

し

^
^

.
決
意
'す
れ
ば
直
情
に
し
て
徑
行
、
自
己
が
乱
紙
I

人
の
患
想
に
附
會
せ
し
め
.，
或 

棄
す
：f

、
f

l
數
者
と
隔
離
I

獨
I

道

梟

い

：た
。
.
.彼
：の
原
理
I

炭
全
く
相
容
れ
な
か
つ
た
客
載
I

格
は
多
か
れ
少
か
れ
彼
の
胬
品
湯
響
し
て
遼
o
:寄

リ

シ

ュ

爲

ル

ジ

I

の
言 

ふ
が
如
ぐ
い
彼
が
瑰
論
の
峻
嚴
な
る
は
’
彼
が
嚴
酷
な
る
性
格
の
反
映
で
ぁ
る
と
背
ふ
事
が
出
來
る
彳
，

.

.彼
が
唯
r

l
息
所
は
文
藝
の
.世
界
I

つ
|

併
し
、
S

取

て

.
文

藝

は

單
I

蒙

に

非

ず

、
1

>

人
間
の
理
性
I

成
し 

人
間
■

福
£

f

T
ぐ
人
問
の
I

に
作
ら
れ
た
る
道
具
で
I

き

：從
つ
'て
文
藝
の
攻
究 

そ
れ
が
供
與
す
る 

愉
快
I

.
も

處

惑

的
1

1

$

讓

ノ

.堅
實
I

も
の
有
用
な
f

 

I

I
た

遠

-
0 

古
人
の
雄
大
奮
雪
偉
大
な
.る
：模
範
.に
身
を
滲
透
し
.て
.、
文
字
ょ
り 

事
物
べ
、
.
4:

ン
タ
ァ
：t

の
言
葉
を
借
t

て
言
へ
ば
、
.外
皮
ょ
り
眞
髓
へ
穿
入
し
.て
、
.
先
覺
考
の
奢
作
中
に
I

せ
る
木
質
的
眞
理
と 

3

i

f
感
f

を

審

し

た
o
:、彼
の
考
ふ
爲：

に
據
れ
ば
馨
t

天
ホ
、
雄
辯
、
美
麗
I

養

g

 

依
て
.晉

暮

ば

し

む

I

f

寒

は

I

し
て
：、へ
寧
ろ
心
に
呼
び
か
け
、
精
神
.を
開
化
し
> 
心
の
中
S

の
感
情
、、
正
義
愛
、
眞

.

人
間
の
粗
*'
，
咬

»:
利
、.
.、義
務
、
.並
に
政
治
、
.道
德
及
立
法
に
關
す
名：.1

，切
の
事
物
は
恒
に
彼
が
思
索
の
題
目
で
f

彼
が
.勞 

作
の
&

|

つ
だ
？
併
し
I

に
_

|

|

と
無

I

.■か
つ
た
。'
A
し
く
沈
默
と
_

通

：
の

屮

圮

閉

居

し

で

い

：

T

意

;.
'
各
時
代
0
聖
賢
、
.:
-
'各
國
芪
.の
法
镇
及
歷
，史
怒
等
ね
て
，
自
說
を
樹
立
し
、 

.こ
0,
%

に
據
つ
て
人
間
精
神
の
深
さ
，を
测
定
し
、
#.
佩
人
に
於
げ
厶
激
愦
0
性

質

ど

過

、
程
.を
挤
究
し
た
？
是
等
の
思
，索
中
ょ
り
彼
が
道 

德
說
め
-

礎
と
：な
'.る
べ
き
恒
久
且
木
易
の
原
理
お
抽
出
し
た
<0「

で
あ
：る(

7〕

？

リ 

彼
が
不
斷
0
興
味
と
求
«

の
趣
獵
'の
，中
心
は
古
代
殊
.̂
€

«
で(

あ
つ
^
。
#

はK

ラ
’ト
‘ン
、
ツ
キ
デ
デK::、

名
セ
：ノ
フ
.ォ
ン
、
ブ
ル
ゥ 

タK

ク
.及
.シ
セ
，ロ
.を
讀
み
、
殆
ん
ど
是
等
を
暗
誦
し
て
ゐ
た
と
會
は
れ
て
ゐ
る
。C

C
C
)

彼

が

如

何

に

十：：

代

希

臌

に

憧

憬

し

て

ゐ

た

か

が
 

こ
れ
'に

て

巍

へ

)

る
0
彼
が
廉
多
き
著
作
中
就
'̂
;
«ロ
«-
.
^
1
3
5
^

p
h
o
c
i
o
n
、
v
s

 D
o
u
t
e
s

 

p
r
o
p
o
s
e
s

 

a
u
x

 

p
h
i
l
o
s
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p
h
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s
g
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o
n
o
B
i
s
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e
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w
t
f
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 ̂

la 

l̂
i
s
l
a
t
i
o
n

 

o
u

 

p
r
i
n
c
i
p
e
s

cu
e
s lo

i
x

こ
に
於
け
る
希

:
.職
讃
美
は
何
れ
も
.彼
0-
素
養
^
基

く

も

の

，
で
^
る
9 

'
'
で
 

ぐ

f

■
 

.
 

 ̂
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A
m
s
t
e
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d
a
m
l
^

ON-'

*,
で
あ
る
。
前
蒂
は
フ
ラ
ン 

ソ
T

•ケ
ネ
エ
、
ジ
；aL
ポ
シ
-
ド
‘
：ヌ
ム
ゥ
ル
‘と
共
^

フ
ィ
ジ
オ
ギ
ラ
ヘ
シ
イ
ー
の

_

^

^

e:'
.
M
e
r
c
i
e
r
i
d
e 

ム
。
ス
ミ
ス 

を
し
.て
：
.
5 

T
h
e
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 m
o
s
t

 ■
distin.ct.ind 

acco.lmt o
f

 .i.the .dcctrilie.

ベ
.
と
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ば
し
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怒
大
著『

政
治
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社
#
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然
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o
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O

I
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產
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義
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し
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。
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篇
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f :ば
彼
5:
評
し
て
^

家
で
あ
り
、
"獨
創
な
く
殆
ん
ど
常
に
'非
實
際
的
.
.で
あ
る
と
評
し
、ヴ
：ォ
ル
テ
エ
ル
は
彼
.を
.才
智
に
.富
み
、
モ
ン
.テ
，
ス
キ
ユ

.
ゥ
の
庶
子
に 

價
ず
と
稱
譜
し
て
：ゐ
る
。
ル
.，ッ
ソ
オ
も
亦
彼
に
識
辭
を
里
し
て
ゐ
る
o
s'
oCF
q
e
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o
著
#

s
v
e
s
q
u
e

は
彼
を
全
體
に
於
い
て
ば
稱
讃
ぜ
.ず
又
彼
の
經
濟
理
論
を
認
め
紀
：い
'に
不
拘
、
彼
を
ル
ッ
ソ
オ
と
殆
ん
ど
同
列
に 

置
い
て
ゐ
る
。
入

.
ベ
：ル
ン
政
府
は
彼
の
敎
義
を
採
用
し
、
■波
蘭
は
彼
へ
に
憲
法
の
起
革
r
依
囑
し
、
一n

ルV

力
國
民
も
ジ
チ
ネ
土
ヴ
國
民
も
彼
の
助
言
を 

求
め
た
0
又
ア
メ
.リ
ヵ
も
憲
法
起
草
に
關
し
.て
彼
の
：意
見
を
徵
し
、
指
敎
を
仰
ぐ
こ
と
少
ぐ
ぼ
な
か
つ
.た
0
何
れ
に
し
て
も
フ
ラ
ン
ス 

稱
命
以
前
に
轉
の
著
作
が
不
評
で
あ
つ
：た
と
は
言
ひ
難
い
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革
命
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が
最
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風
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«
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マ
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リ
ィ
の
社
會
批
5

出
|:
點
は
'モ
.レ
'

|
、

ル
：
ッ

笑

ぬ

於

け

.る
と
同
檨
.■に

マ

人

間

崖

來

缓

.で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
る
o
' 

從
て
此
點
に
關
ず
る
'マ
ブ
リ
.ィ
の
論
述
も
來
彼
等
と
同
巧
異
|1
|
|で
あ
.る
0

:
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マ
ブ
土
謂
へ
ら
く 

V
自
然
は
#

_

,

が

ベ

裏

■

_

。
へ_

_

然
の
手
■

れ
し
，

に
在
つ
た
。
.自
然
比
萬
人
s

a
翕

瞥

、w

石
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、
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配
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支
配
者
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帝
w
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、

靡
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荦
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'
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ブ
リ
ィ
は
先
づ
土
牠
所
有
權
を
以
て
人
體
權
魂
に
動
產
所
有
«

と
相
瓦
不
可
分
的
の
自
^

^
で
；あ
0
七

做

す

”

ヴ

ィ
,'
工

エ

ル

の

見 

解
を
駁
し
て
1
ー日.ふ
、
デ
は
人
體
權
が
人
類
の
自
然
權
丨
生
息
せ
る
一
切
の
事
物
に
必
然
的
に
賦
與
せ
ら
れ
た
る
植
利
、
彼
等
の
生
存
に 

本
質
的
に
し
て
何
等
か
の
木
正
を
犯
す
こ
と
な
ぐ
し
て
漱
奪
ふ
こ
と
の
出
來
な
い
權
利
で
あ
る
こ
と
は
リ
ヴ
ィ
土
エ
ル
.：と
共
に
司
感
で 

あ
.る
又
.波
话
資
料
の
耍
,
霍
た
ゐ
励
產
所
有
權
が
こ
_の
，人
嘯
權
ょ
^
必
然
的
に
發
生
せ
し
も
の
.で
.あ
り
ノ
之
れ
に
劣
ら
ず
神
聖
不
可
侵 

の
權
利
で
あ
る
こ
と
は
充
分
に
理
懈
し
得
名
が
、
し
か
し
土
她
所
有
權
が
楚
等
に
腐
接
不
可
分
の
も
の
'で
あ
り
菇
等
の
權
利
ょ
り
必
然 

的
に
發
生
せ
し
-?
)
:
.
$
,
で
あ
る
^
霄
ふ
見
解
.に
は
決
し
て
首
肯
し
難
い
0

£

,

今
日
尙
土
地
.斯
有
權
を
如
ち
ざ
：る
社
會
は
決
し
て
尠
し
^
.し
.な
い
。
ィ
ロ 

+コ

ィ

人

、
ユ

ゥ

，ロ
ン
，
人

は

尙

.彼
等
の
間
に
土
地
分
割
、
土
地 

所

有

權

を

如

ち

ぬ

。
：
而

も

こ

：
の

故

に

彼

等

に

人

體

權

を

拒

办

と

，と

：が

出

來

や

ぅ

か

;0
パ
ラ
ガ
ィ
の
々
ス
キ
ッ
.ト
敎
徒
も
亦
土
地
所
有
權 

マ
プ
リ
ィ
の
肫
僉
思
想 
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を
知
ら
ぬ
:0
彼
等
は
淋
野
に
散
在
せ
し
土
人
を
糾
合
し
て
財
貨
共
有
の
社
會
を
形
成
し
た
。
こ
の
社
會
で
'は
各
住
民
は
各
ュ
そ
の
す
^
、
 

腕
カ
牢
齡
に
應
じ
て
.有
益
な
る
勞
働
に
從
事
し
、
，萬
物Q

所
有
者
た
る
國
家
は
各
個
人
に
そ
の
.必
要
品
を
配
分
す
るa

そ

こ

に

ば

•可
等 

私
有
期
產
の
作
す
石
も
の
が
な
い
'0
而
も
此
の
•故
に
观
等
の
屮
何
从
.が
自
己
の
人
體
權
を
失
つ
た
と
考
へ
る
で
あ
ら
ぅ
かOCCO 

觅
に
^
代
ス
パ
ル
タ
人
も
亦
土
地
所
膚
權
を
全 

<知

ら

な

如

つ

た-°
共

和

國

は

各

市

拔

に

一

定

面

積

の

土

地

を

與

へ

た

o
し
か
し
こ 

れ
は
风
有
^
を
與
へ
龙
の
で
は
な
く
1
て
难
、
^
.の
.用
益
權
を
與
へ
.た
忙
ザ
ぎ
ぬ
：0
ス
パ
ル
タ
が
能
く
他
國
を
凌
駕
し
、
六
百
年
の
間 

不
斷
の
幸
福
に
■
盛
を
極
め
た
の
は1
に
こ
.の
：賜
物
で
あ
るo

然
る
に
や
^

し
た
の
.
.は
執
政
常
が
土
地
所
有
權
を
設
定
し
た;̂
め
で
あ
るPC3〕

以
上
述
べ
た
る
所
暴
し
て
逢
所
有
權
が
人
體
選
に
■

賓

權

と

密

接

不

浮

0
德
權
に
非
ざ
る
產
明
ふ
で
あ
る
。 

マ
ブ
リ
ィ
は
更
に
土
她
斯
有
權
を
以
て
社
會
の
自
然
的
遨
礎
と
な
す
の
敎
義
を
批
評
す
る
？ 

： 

マ
ブ
リ
ィ
論
じ
て
日
く
、
慕
者
と
目
さ
れ
る
认
>
が
交
^
私
有
|

な
け
れ
ば
社
會
は
決
し
て
奮
し
得
な
い
と
常
に
反
覆
し
て 

止
ま
な
い
。
然
ち
ば
社
會
な
る
も
^
は
_

の
：享
樂
を
保
證
す
る
た
め
に
生
れ
た
の
で
あ
る
か
0:
決
し
て
左
様
で
は
な
い
0-
人
類
が
目 

接
通
し
て
社
會
を
形
成
す
る
に
至
つ
た
の
は
f

人
間
天
賦Q

社
#
的
牲
質
と
相
互
扶
助
を
必
要
と
す
る
人
間
の
欲
望
に
甚
く
も
の
で 

あ
つ
て
、
決
し
て
私
有
射
■

俟
づ
も
の
で
は
な
い
。
事
實
、
*

#
が
、
，旣
に
人
口
®
:加
の
結
果
-
そ
の
自
然
的
唐
た
る
漁
獵
及
び 

狩
獵
に
廣
平
、
賴
る
1
と
が
出
來
ず
、
土
地
の
耕
作
■

手
す
る
に
到
る
そ
の
以
前
に
形
成
せ
ら
て
ゐ
た
も
.の
/で
あ
る
。
社
會
の
起
源 

に
溯
れ
ぱ
歷
成
は
人
類
0
社
會
生
活
が
放
浪
生
活
に
始
ま
つ
た
事
を
記
錄
し
て
ゐ
る
o :

か
、
る
時
代
に
土
.地
を
分
割
す
る
必
要
が
あ
の

た
.で
'あ
ら
ぅ
か
。.
當
時
土
地
は
何
等
.の
價
値
も
價
将
も
有
た
な
か
つ
.た
。
那
邊
(t
：
土
地
所
有
權
發
生
の
餘
地
が
あ
り
、
そQ

存
在
の
理

-■ 

• 

- 

... 

•
 

,

F1
3
が
あ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
か
'0
又
人
口
が
增
加
し
、
人
類
.が
宛
着
し
て
土
地
耕
作
の
.必
要
を
感
知
し
た
時
に
於
い
て
も
!*
彼
等
の
心
に
浮

.■
■’
 

.
 
.
 

..... 

.

. 

. 

. 

-
.

... 

. 

- 

. 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

.

ん
だ
最
初
の
觀
念
が
土
地
の
分
割
、
土
地
所
有
權
の
確
立
に
在
つ
た
と
い
ふ
菓
も
首
肯
出
來
な
い
。
事
實
罟
等
の
祖
先
は
生
活
必
需
品

- 

.

.

. 

• 

. 

.
 

.

.

.

.

. .

.
/
.
‘•
：

,

.

.

.

.
 

.... 

. 

. 

• 

. 

.

獲
得
の
.必
要
に
.迫
ら
る
'\
や
彼
等
の
.勞
働
を
共
同
に
結
合
し
、
.以
て
共
同
の
耕
作
及
收
褪
を
營
ん
で
ゐ
た
も
の
と
思
考
す
る
の
が
宽
當 

で
あ
Uる
〃
：
換

言.す」

れ

は
'
,^
等

の'爾

先

は

久̂
く

財

货

共

有
'
.の

生

活

c

. 

h
即

ち

共

產.
義

を

營

ん

で

，ゐ

た

も

:0
で
あ
る
。
.要

す
?)
に

社
# 

の
形
成
は
私
有
財
産
に
先
行
す
る
。

;%
ぬ

;1
生

の

'
原

因

を
^

有
財
產
に
求
む
る
事
即
ち
私
有
財
產
を
以
て
11
:.會
の
自
然
的
基
礎
と
看
做

す
/

^
は
明
か
忙
誤
謬
ー
で
あ
る
と
言
は
な
け
れ
铽
な
ら
ぬ
と
？
'

..

.

 

.. 

.

.

.

.

.

. 

'...
 

.....
 

......
 

. 

,

.
か
く
：て
：マ'ブ

:̂
ィ
.に
:*
れ
ば
±

地
所
有
權
枯
-
<體
遭
と
，不
可
分
や
人
類
商
然
權
で
も
な
く
叉
社
會
の
自
然
的
恶
礎
で
も
な
い
-0
然
ら 

ば

此

暴

財

產

は

.-
i
n:M
に
^

て
發
.生
せ
し
か
。
'ぺ
マ
ブ
泠
ィ
答
人
て
日
く IT 
土
地
.所
有
權
の
最
初
：の
觀
念
は
、
自
ら
何
等
の
勞
苦
を
營
ま 

ず
、
他
火
を
犧
牲
に
.レ
て
坐
沿
せ
ん
と
欲
す
る
黄
蜂
の
懶
惰
に
兹
X』

と
o
c
5
>

,

(

i
 ....Mabiy; 

R 

o
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八
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二
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s

〇
〇
>

.メ
グ
：エ
'、
^
レ
：リ
ィ
ご
ル
.ッ
：ソ
：
、<
 

P

切 

の
^ ;

幸
の
：源
衆
と
着
做
す
^'

の
.
.で
^

ふ
::
0
:
ノ

.

マ
ブ
V

.
ィ
.謂
へ
ら
く『

人

類

を

惝

す.
一
切
不
幸
の
主
：耍
源
泉
齡
何

'で
4

る
か
0

.
ぞ
は
私
有
財
產
で
あ
る

』

0

2『

此
私
有
財
產
は
^

及

■.
 

- 

-
.
.
. 

.

條
fi

の
不
平
等
の
第
一
因
、
，從
て
現
今

.

.一.
姐
^

^:

の
'
第
一
因
で
あ.る
0

.
汝
の
も.
の
、
予

の

も

の

、
差
別
は
ー

.

切
.
の
罪
惡
を
生
ん
：だ
0

で

.あ
る』

2

と
°
.

'

'て
ハ
^
^
^
^
^
^
^
^
^

.
:マ
；ブ
^
ィ
%
私
有
財
產
，0
確
耸
が
人
類
§

坐

活

の

上

：に

鹽

ら

し
*
影
響
を
諸
方
而
忙
^

平
等
は
自
然0
要
泳
で
あ
づ_

:

_

:
財
產
：の
確
立
は
か
、
る
人
間

^
 

そ
れ
は
人fi
l
lの
自

.

.

.

.

. 

.

.

. 

'
• 

. 

. - 

. 

, 

• 

.

.

.

.

.

然
的
感
情
>
覆

せ

し

：め

、

無

用

の

欲

望

:5
:
:
_發
し
>*
特
^

^
益
^

^
致
し
、〃

：

剩
：へ
人
間
を
相
：互
：に
協
和
せ
：し
む
る
天
與
の
社
#
的
性 

質
を
弛
駿
货
し
め
て
し
ま
0
た
。多

.か
く
1>
;

.て
自
然
的
秩
得
は
私
有
財
產
の
出
現
の
た
め
.に
永
久
に
喪
は
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。 

;-
:
.秘
有
財
產
(0
谦
カ
把
し
セ
':
&
:つ
直
淡
：の
.結
裉
は
筲
の
.不
平
等
で
.あ
^̂
^

.て
§

然
秧
序
に
代
つ
：た
私
有
財
產
制
の
社
會
は
赞
富

.階
級
對
立
の
社
會
と
化
し
た
の
で
あ
る

0

M

し
て
此
事
實
は
凡
ゆ
る
時
代
.、
凡
ゆ 

る
國
民
：に
通
用.の

眞

理

で

あ

る.°
:

■
 

. 

■
#
.
.

 

ぃ

.;

.
マ
ブ
リ
ィ
E

x『

土
.地
所
有
權
の
確
立
以
來
、
富
め
不
平
等
が
發
坐
し
、
此
富
：

Q

不
平
等
ょ
り
利
益
の
.相
違
及
び
對
立
-富
の
一
切
の 

罪
感
、
：貧
困
の
一
切
の
罪
惡
、
精
神
の
鉍
で
風
俗
の
腐
敗
、
理
性
を
永
次
に
窒
息
せ
し
む
る
一
切
の
偏
見
、
激
情
が
發
生
す
る
に
至 

，つ
た
。
，
.'：

:
總

て

の

歷

史

を

播

け

ば

一
切
の
國
民
が
此
富
の
不
平
等
の
た
め
に
.苦
し
め
ら
れ
し
事
を
知
る
U

O
富
を
誇
負
す
る
市
^
は
.生

き
る
た
め
|€
'勞
働
を
强
.ひ
ら
れ
4
人
>
:を
そ
の
：同
雏
と
し
て
認
七
：る
こ
と
を
卑
し
め
る
。
茲
に
不
正
に
し
て
橫
藜
な
る
政
府
、
不
公
平
に 

し
て
踮
迫
的
な
る
法
律
、
：

1

■言
.に4

.
H

蔽
.へ
ば
ヤ
切
の
國
民
を
苦
し
め
て
ゐ
る
禍
害
が
發
生
す
る
の
で
あ
る
、
こ
れ
が
總
ゆ
る
國
民
の
歷 

史
が
提
示
す
る
光
景
で
あ
る』

又>:: 『

私
荷
財
產
は
'晋
等
を
貧
富
の
ニ
階
級
に
分
つ
、富
者
は
常
に
國
家
の
幸
福
ょ
り
も
自
家
の 

幸
福
を
選
.ぶ
。
^
者
は
彼
を
不
幸
な
ふ
:1
.む
る
政
府
と
法
#
と
;?
:
好
ま
ぬ
：
：』

ハs
;-
°
;
.と

謂
.つ
て
社
會
の
.階
級
分
裂
の
原
因
が
私
有
財
. 

產

な

る

こ

士

を

明

か

、に

b
M
に
日
ぐ『

社

會

は.殆
ん

ざ

到:̂
>

«に
於
て
應
迫
者
及
：び
被
腮
，廹
考
の
集
會
に
す
ぎ
な
い
：。幾
千
の
殘
忍
な
る 

f

が
地
上
の
表
面
を
變
へ(

且

：つ

最

も

著

明

な

る

帝

固

を

没

落

.脅
し

め.た
事
は
幾
千
鹿
な
ら
：ず
。
し
か
し
乍
ら
反
復
さ
れ
た
無
數
の
經 

驗
は
吾
，*
!
<
を

-1
,
:て
、
#
人
.が
1
禍
を
そ
：め
#:
在
せ
ざ
各
所
に
.求

め

，
て
：
ゐ

る

と

と

を

疑

.は
し
む
る
:'
?
>の
は
な
か
つ
た』(

6
>『

茛
富
の
形
成 

を
許
ず
馨
机
多
數
め
膂
.崩
者
を
貧
：_
0
;中
に
#
:吟

;?
せ
"て
為

る

。;'
'
'
:
都
市
は
-5
:
忆
嫉
視
反
目
す
る
藜
君
と
.奴
_
と

：：
の
§

に 

い
.

』

C
7

)

と
'-
0
;茲

に
.：マ
ブ
ポ
ィ
；の
：：所

费

飩

杧

逛

代

社

會

凍

_
者
0
階

級

社

會

觀

：
の,0
吻
：さ
へ
参
館
せ
し
む」

る
名
の
：が
あ
る
。
吏
に
マ 

ブ
リ
ず
は
'現
代

社

會

衫

機

鞲

：を
衝
く
こ

A
銳
ぐ
！

T

現
代
社
會
は
ホ
地
所
有
櫳
畫
慾
、養

の

故

に

、.
.
.
全
く
相
反せ

：；

る
刹
害
を
有
す
る
相 

異
る
階
級
^
分
^
海

：一^
膏
i
勞赛
崧依̂
芊
て

M

活
を
營
む
た
め
：唯
ぞ
の
勤
勞
を
有
す
る
に
す
ぎ
ざ
る
所
の
勞
働
者
に
對
し
、 

彼
.が
康

善

：の

境

遇
^
在
苓
こ
"と
を
.納
将
.せ

,1
.钗
る

忙

は

雄

辯̂
詭

辯

術

：に
萇
ず
.る
こ
ー
と
妨̂

を

侵

略1>
そ

：豐_

^
快

樂
.の
：中

把

确

溺

せ

る

成

財

產

家

め

.存

す

る

事

は

事

實

セ

あ

名

-:
0
:衰
民

に̂

に
^
作
^
た

る

事

，と

同

價

修

で

.̂
'
る
：
と

怎

し

て
.說
得
出
來
や
ぅ
か
0
:
:
.
.

要
す
^.
杧
，何
物
を
も
有
せ
ざ
：る
^
々
.郞
ち
^

彼
等
ば
15
£
'が
«
幸
_
と
享
樂
の
：最
夭
纛
を
發
見
：3
轉
名
.秩

序

忙

在

る

め

：だ

杏

怎

：し
，
て

»)
.#
せ

.し

龙

得

ゐ

で

:
>
:
#
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嫌
分
は
貧
窮
め
た
め
線
と
友
れ
名.に
他
0
'
|
:
:

部
分
は
'璺
富
泠
た
め
 

『

一
方
..に
於
め
て
：、'巨
离
の
富
；
傾
倒
せ

畜

赁

ム

て

痴

鈍

蒙

扨
_

.が
；f

，
他
方
に
|

荽 

_

I
M 

>

し
3

等
i

獸

は

最

量

已

を

人

：間
と
は
信
ぜ
：ず
、
：

'
;人
，
$

 

シ 

リ
.ヤ
人
、
：：
バI

:

ン
入
、

善

 

r

懷
す
を&

級
社
會
觀̂

1

#

議

湯

調

し
'
て

ゐ

，
る

”

；

妻

實

露

級

對

立

I

必

然

養

す

I

t

是

等

階

級

相i

の

景

o
、マ"フ
リ
イ
に
は
旣
に
階
級
鬪
■

觀
念
が
可
成
遍
度
.裏
識
せ
ら
れ

^
^

餐
鎖
を
她
れ
ば
、
そ
：素』

.

ニ
る
をf

;
い
o
:卑
陋
#

卞

S

る
貧
I

I

し
$

s

止
し
I

I

4

架
敢
に
し
て
.大
膽
I

碁
が
公
然
と
■

■

求
す
る
養
ら
ば
、
貧
富
策
縛
に
未
だ
慣
れ
ざ
る
た
め
に
せ
ょ
將
又
新
な
る
不 

::

疋
S

S

し
め
ら
れ
し
に
f

、
：|

し
て
_

、
亂

、'革
命
が
起
り
、
I

國
を
寸
斷
せ
し
後
、.
1

滅
f

惹
起
す
る
。、
何
等
か
の
簾
が
此
騷
擾
を
中
止
^
^

が
相
f

截

す

れ

ば

、，
國
象は
、
協
I

l

f
市
f

i

g
付
け
し
I

程
度
の
$

に
應
じ
て
.、
，
多

少

乍

ら

幸

爾

.に

な 

る
で
あ
ら
う
。
#
し
若
し
此
平
等
が套
で
な
け
れ
ば
、
火
は
決
し
て
消
へ 

ら
.又
何
れ
の
日
杧
か:#
燃
す
名
^
見
な
け
れ
ぱ
な
ら
.な
ぃ
0』〔

；：；>と
。

'

マ
ブ
リ
ィ
は
貧
客
對
富
者
.の
階
級
_

#
が
、
完
全
.な
る
平
等
に
し
て
實
現
せ
ら
れ
ざ
る
限
り
永
久
に
杜
絕
す
る
事
な
き
を
明
言
し
て 

ゐ
る
o
.
.
.

- 

.
: 

••• 

/ 

• 

•

' • 

.. 

.

.

.

.

. 

. 

.

彼
は
此
階
級
闘
爭
の
具
體
的
說
明
と
し
て
隨
所
に
古
代
羅
馬
の
歷
史
を
援
用
し
、
パ
ト
リ
シ
.エ
對
ブ
レ
ビ
エ
の
抗
爭
を
絮
說
し
て
ゐ
る
。

... 

.

.

.

. 

' 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

以
上
述
べ
し
所
を
要
約
す
れ
ば
、
私
有
財
産
は
一
切
社
會
の
不
幸
の
稂
本
原
；因
で
あ
る
。
黏
有
財
產
の
.最
大
且
つ
直
次
の
產
物
は
富

の
不
平
等
で
あ
る
。
此
富
の
不
平
等
は
社
會
を
貧
富
兩
階
級
：に
分
裂
せ
し
み
、
是
等
階
級
陬
に
必
然
、
鬪
爭
を
惹
起
す
る
が
、
此
抗
爭

は
苟
も
完
全
な
る
平
等
の
現
出
せ
ざ
る
限
り
絕
滅
す
る
も
の
で
は
な
い
と
言
ふ
に
在
る
0

私
荷
財
產
を
以て

：}

切
不
幸
の
相
本
原
因
と
な
し
社
會
階
級
對
立Q

原
因
と
看
做
す
の
說
は
旣
.に
此
時
代
に
於
い
て
は
決
し
て
新
裔

の
も
の
と
は
言
へ
な
い
o
.し
か

：し

說

明

内

容

の

進

涉

充

^
と

更

杧㈣
双

鬪

爭

の

，必

然

性

と

永

續

性

•に
迄
論
及
せ
る
M
は
先
人
殊
に
モ
レ

.
;

.

.
■

.
 

-
-■- 

■ 

- 

-

:

リ
ィ
に
對
し
數
日
の
長
を
承
し
た
も
の
と
言
认
得
る
。
し
.，か
し
乍
ち
是
を
メ
リ
ヱ
.の
熾
烈
且
つ
充
實
せ
る
階
級
鬪
爭
說
に
比
す
れ
ば
尙 

ま

の

I

き
を
免
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
畢
竟
メ
リ
H

.

S際

に
鉴
く
こ
と
は
否
み
難
い
。
.兎
ま
れ
.マ
；
ブ

リ

ィ

は

尙

階

級
_
爭
を
將
來
社
會
實
現
の
契
機
、
、換
言
す
れ
ば
こ
れ
を
歷
史
進
化
の
推
進
力 

と
は
證
做
し
て
は
ゐ
な
い
o
否
か
、
.る
所
說
は
い
づ
こ
に
も
發
見
出
來
な
い
.0
唯
、
，階
級
對
立
の
解
消
が
被
抑
踱
階
級
即
ち
贽
困
客
の 

自
己
解
放
力
に
俟
つ
も
の
で
な
く
、

マ
ブ
リ
ィ
は
罾
を
自
然
法
を
體
得
せ
る
罾
吧
な
る
立
法
者
の
努
カ
に
待
望
す
る
も
の
で
あ
るo

社 

會
主
0
の
到
來
社
歷
史
進
化
：の
必
然
的
歸
結
で
な
く
、
唯
自
が
双
め
要
求
す
る
所
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
.て
自
然
法
の
發
見 

と

實

現

と

は

：
ー
：に
懸
つ
：
て

賢

明

な

る

立

：法

家

の

：双

肩

忆

在

^
0
.
,
か
^
^.
立
論
は
同
時
に
又
殊
.に
十
八
世
紀
社
會
主
義
の
逸
す
べ
か
ら
ざ 

マ
ブ
？
ィ
の
肚
脅
恩
想
.
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紀
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學
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雜
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別
*
ら

；
冒

遵

で
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孓
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私
对
財
逾
の
幣
害
は
こ
水
に
此
ら
ず
幾
多
の
呪
咀
す
べ
き
結
艰
を
生
ず
る
。
食
慾
、
#
心
，
奢
侈
，
遊
逸
こ
れ
で
あ
る
。
逄
等
の
事

物
に
對
す
る
批
評
に
於
、S

て
も
.，マ
プ
リ
..イ
の
態
度
は
依
然
頗
る
强
靦
を
極
め
て
ゐ
ふ
が
、
そ
の
批
評
の
憑
據
は
多
く
彼
が
素
養
の
核
心

た
る
古
代
希
祖
の
道
德
辨
^
で
あ
石
'0
.
';
'

'

'

■'
:

.
食
愁
ぱ
人
を
し
て
ゝ
必
姿
‘以
上
に
致
富
の
業
に
耽
ら
し
む
る
:'
0

マ
ブ
リ
イ
は
富
の
蔑
視
す
べ
く
、質
朴
簡
素
の
德
を
說
く
こ
と
频
り
で

あ
る
。：

謂
へ
ら
く『

富
と
：遊
逸
と
は
人
間
を
墮
落
さ
せ
、
i

s
然
の
意
思
に
矛
盾
す
る
。
眞
に
宰
福
た
る
に
は
國
家
も
湖
人
も
共
に
^

I

!

朴
な
る
坐
活
を
藓
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。』

7
ド『

富
：に
賞
を
重
ね
る
こ
と
：は
有
齊
で
ぁ
る
0
英
國
は
富
を
橫
め
ば
稹
む
程
、
戰
偾
を
道
ね
益

J
多
く
の
'
^
作̂
つ
た
。
向
由
は
そ
の
爲
め
に
一
層
罾
㈣
と
は
な
ら
な
が
つ
た』

。
C
J

『

予
は
決
し
て
貧
困
を
恐
れ
な
い
。
蓋
し
貧
困
者

へ

.

.

.
:
.
,
.
:
:

は
:|
1
1義
及
设
律
を
尊
敬
す
る
點
に
於
て
富
背
に
優
る
が
故
で
ぁ
る
。a

オ
マ
は
全
世
界
の
富
を
以
て
し
て
も
尙
、
夷
狄
を
防
禦
す
る
こ 

と
が
出
來
な
か
つ
た
。
條
約
、同
盥
、：平
和
、戰
举
は
.歐
洲
に
於
い
て
殆
ん
ど
唯
、金
錢
の
問
題
た
る
：に
す
ぎ
な
い
？
富
に
.基
く
優
越
何
す 

る
も
.の
：ぞ

。
丨
べ
；

.甯

.は
決
：し
：
て

阈

民

の

繁

榮

を

^
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
0』

？〕

，
，
と

言

：ひ

文

『

幸

福
&
食
慾
と
野
心
に
伴
ふ
不
安
、驚
愕
、
 

騷
擾
の
中
に
は
.な
.い
。
又
予
は
こ
れ
を
銀
行
.や
外
國
品
の
_

<̂
中
贮
求
む
る
も
の
で
：は
な
い
。
蓋
し
予
は
幸
福
を
最
も
嚴
し
く
見
ゅ 

る
_
乏
の
中
ゆ
見
5

^
事
が
出
來
る
か
ら
セ
れ
る
0-
ス
。ハ
：ル
タ
人41

見
ょ
Q
彼
等
は
貧
困
、
節
制
、
質
朴
'
與
氣
を
誇
り
、
，公
正
に
し

-
.
'
'

ノ
：：, 

''
 

.」

：V 

•
 

-
 

-
: 

...

'
 

:

-

て
何
物
も
恐
れ
な
か
.つ
た
ゅ
で
幸
福
で
：ぁ
つ
た
の
で
2>
.る』

7〕

'と
言
つ
て
質
朴
堅
餿
な
る
ス
パ
ル
タ
人
の
生
活
を
禮
諧
し
て
ゐ
る
。

富
有
は
必
然
奢
侈
を
惹
起
す
る
.
0ぺ
マ
タ
リ
.ィ
は
.又
奢
：侈
の
害
棄
を
嫌
惡
し
て
-1
1
1ま
ぬ
マ
|1
:へ
ら
く
、『

奢
侈
.は
國
民
<0
窮
乏
(0
證
據
で 

ぁ
り
、
.：國
家
衰
微
の
前
兆
#
ぁ
：る
0
.十
六
世
紀
以
來
：に
.於
け
る
.奢
侈
0
發
展
は
|
大
不
幸
で
办
る』

公
>『

奢
侈
は
强
者
の
中
に
黎
政
の

精
神
を
發
達
せ
^
む
を
ど
共
に
大
衆5:
'
墮
_

_
し
め
、
0̂
;
.£白
吃
益
1;
#'
,鈍
た
ら
し
办
、
ノ
こ
.れ̂

し
て
隸
屬
に
慣
れ
し
む
る

』

^)
『

人

.
 

'•.
 

.

. 

.

々
は
快
樂
炎
虛
榮
ゆ
欲
望
を
墦
太
じ
.で
自15
;
合
樂
福
わ
增
»
せ
：
ん
：
と

紙
.し
'
て

ゐ̂?
>
'
:
吾
等
0

も
0
:が
增
加
’
れ

ぼ

す

る

程

、
：：

.

.吾
等
は
幸
福
で
：|

く
な
^
と
^

4事
を
認
め
な
^
と
は
何
た
る
.愚
か
な
事
で
ぁ
各
か』

。？
ぃ
近
11
1:
國

家

に

於

ー

て

ん

奢

侈

の

.利
益
ゅ
ぞ
办
も
た̂

^
怒
农
宰
靶
る
恥
觀
釔
傲
私
に
足
ら
办
とo
?
>
: 

:
M

fc
'
他
の
個
所
で
謂
ふr

今
日
、
奢
侈
及

, 

,
 

.
,
 

.
 

.

.避
逸
ゆ
飽
◊
こ
と
を
知
：レ

ざ

：況

菩

等

な

欲

望

は

4

{袖
を
耕
作
す
ベ
ぐ
連
命
爻
け
b
れ
歡
不
幸
な
人
々
お
抑
腿
す
る
こ
と
を
絕
へ
し
め
な

マ
ブ
1?
;
,ィ
.吹
1
.會
思
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い
o
'若

し

總

，
て

ぬ

人
.々
が
勞
働
■

加

藤

、：

勞
働
諸
甚
ま
：せ
'る
勞
：跡

は

變&
蒙

U
き
媒
樂
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
吾
等
の
鑫
が

彼
等
S

I

.し
て
ゐ
套
で

I

。
"彼

等

が

じ

で

_

ぜ
し
歡
の
真
中
で
、
彼
等
の
f

:

翁

の

真

は

唯

、
僅
少
の
牧 

車
許
り
^
あ
^'
o』(
9)
，
.，

.:
ハ
，

^

-

:

:;;
;
'

:
か
、
る
意
味
か
ら
マ
f

ィ
は「

立
法
論
：̂

初
め
に
於
い
て
瑞
典
國
勢Q

蕭
不
振
が
商
ヱ
業Q

發
達
I

也
I

奢
侈
禁
止
法
に 

在
り
と
な
す
.

1

英
人
の
言
を
反
駁
し
て
、
：斯
法
乙
|

却
て
_
國
、の
幸
福
を
簕
ら
す
る
も
の
で
|

と
論
じ
て
ゐ
る
。

 ̂

r 

^
£
0
3
. 

H
. 

M
W
- 

M
M
- 

^

3
)

:̂ably5 0
p
.
d
v
p
.
l
5
:

 
.

^〕

：
M
&
y
; 

o
p
.

:G
.
t
, 

p
,
I
S
O

•

‘

o
)

 

マ
。p. 

ar-
'
p
. 

H2-13,. 

.

广5〕

■ Ma
b
i
y
5...Observations sur.rhistoire de France.'oeuvres.T-I, p. .247

oô 
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C
H)

、
興

産

主

義

論

'

,

(

1)

. 

：

■
,■;
,

斯
か
る
事
態
i

v

、
立
法
者
の
使
命
I
.
然
の
心
願
た
る
絕
對
的
平
等
の
.實
現
：|

け
れ
ば
な
ら
ぬ
0
而
し
で
斯
る
平
等
は
佐
、.

財
貨
共
有
社
#
を
俊
て
初
め
て
：可
能
で
あ
^

0財
貨
北
ハ
有
社
會
が
氬
興
の
自
然
的
秩
序
と
稱
せ
ら
る
、
所
以
で
あ
る
。
從
つ
て
マ
プ
リ 

ィ
の
共
產
主
義
は
モ
レ
リ
ィ
に
於
け
る
と
均
し
く
歷
史
的
必
ぼ
&
を
有
づ
も
の
で
は
な
く
、
pi
、
自
然
法
の
名
に
.於
い
て
要
求
せ
ら
る 

\
所
の
もq

で
あ
る
？
'
.

マ
ブ
リ
ィ
め
財
貨
典
有
の
觀
念
は
彼
に
於
い
て
：此
較
的
初
期
以
来
の
思
想
で
あ
る
.0
吾
人
は
興
に
マ
ブ
リ
ィ
が
|
七
五
七
¥
タ
ン
サ 

ン
外
相
と
分
袂
し
て
政
坭
ょ
り
思
索
生
活
.に
轉
ぜ
；し
時
.代
に

彼

の

思

想

、
に

根

本

的

變

革

；
の

行

は

れ

づ

'
あ
つ
.た
事
を
述
べ
た
。
■

彼 

は
此
時
代
，に
舊
制
度
の
熱
心
な
る
擁
護
者
た
る
の
地
歩
.を
抛
擲
し
.て
.辱
く
も
後
铝
共
產
主
義
翁
た
る
の
片
鱗
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
ち
一 

七
五
八
年
の
著
作「

市
民
の
權
利
と
義
務」

0
，
1

 ̂droits 

et des: devoirs 

&
 ci

t
o
y
e
n
'
o

の
中
で
、
彼
は
人
類
を
惱
す一

切
不
幸 

‘の
主
源
敬
が
私
有
财
產
な
‘る
.こ
と
を
述
べ
た
る
後
、
財
貨
共
有
社
會
へ
の
思
慕
を
吐
露
し
て
同
ぐ
、『

此
悲
，し
き
パ
ン
ド
.ラ
の
箱(

私
荷 

財
產
> 
ょ
り
生
じ
た
無
數
，p.
小
幸
を
見
た
吾
等
は
*
リ
.ク
ル
グ
ス
が
.ス
：。

C

ル
タ
に
於
て
確
立
し
、
ブ
ラ
ト
 ̂

活
せ
ん
と
欲
し
た
か
の
宰
福
な
る
財
貨
共
有
社
會
を
熱
望
ず
べ
き
で
は
な
い
か』

,?〕

：：
と
.言
ひ
更
に
共
有
社
會
の
描
寫
を
試
み
て
白
く 

『

•
： 

•
.
共
和
國
.一

-
そ
と
：.で
は
總
.て
の
同
犟
、總
.て
の
甯
者
、：總
て
0
貧

者

、
總

で

，の
、自

凼

人

、
總

て

：の

兄

弟

、
吾

等

の

最

初

の

法

律

は

何

物 

!̂
決
し
て
私
荷
と
；し
な
い
で
あ
ら
ぅ
0
''
.
'
;
吾
等
は
晋
等
の
勞
働
0
臬
實
を
公
残
食
庳
に
牧
容
す
：る
。：
そ
れ
.は
國
家
の
寶
庫
と
な
り
、
萬
入 

め

财

產

と

な

る

で

あ

ら

ぅ

。
家

父

は

老

若

を

問

は

ず

：

各

個

：人
：
の

.欲
望
^
應
じ
て
.必
要
品
を
分
配
1;
，
各
個
人
に
共
有
社
會
の
要
求
す 

る
勞
務
を
指
^
し
、
國
內
に
良
.俗
を
保
持
す
る
の
；住
に
當
る
ベ
き
#
計
係
を
選
擧
す
.る
デ

‘
：
貴
下
は
か
、
る
立
法
の
卞
に 

貴
と
な
り
且
難
な
く
幸
福
を
發
见
ず
る
と
は
考
へ
汝
い
：た

：.：か

くの：：

如

く

諧

美

さ

れ

た

黄

金

時

代

Q

空
想
を
.實
現
す
る
こ
と
は
一
に
人

マ

ブ

リ

ィ

の

瓧

會

思

想

A
九
.

(

四
〇
七
0
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社
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九
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：

0

o
八
y

類
に
：懸
つ
て
：ゐ
た』

と
I

V
美

V

I

ぃ

パ

, 

.
、

I

,.ぺ
々
.
、
'
/

一 ，
：，' 

ふ
.

プ
.

:

而
U
て
、
S

財

貨

寒

.露

求

1

し
てt:

時
の
I

寒

い

事

I

道

索

I

展
I

:
に
此
要
求
が
f

切
實
と
I

I

 

I

れ

逢

.
し
て
明
か
で
，
l

'
.
l
v
七
六
八
S

版

關
し
て
1

8

奮

提

I

し
疑
義
i

'

s

l

:

.
 

.K

藝

イ

は

私

^

■

義

I

:
ヴ
ィ
i

"

H

I

.
見
f

し
て
ゐ
る
。
謂
へ
t

、i

人

莖

地

I

I

件

素

.等
I

出
I

の

不
幸
奏
つ

S

來
、
I

,
霉

 

馨

等

の

洽

盛

し

I

I

ま
U
、：'義

I

甚
有
し
て
是

I

し
め
ね
ば
企
ま
ぬ
.
o
:財
貨
共
有
社
f

翌

^

條
I

擊

を

樹

音

、
..此
ニ 

S

I
の
上
に
人
類
塞
f

.確
立
す
る
I

程
、I

I

は
1

2

^

^
 

e
愉
決
I

觀

含

_

ず
る
I

は
I

ぬ
。
：
：
縱
令
土
地
所
I

I

の
I

に
I

て
極
め
て
有
零
^
^

貨

馨

社

會

募

蒂

き

f

l

『

多

『

リ
ク
.

ル
：.

グ
ス
S

く
財
貨
共
有
社
會
を
確
立
ナ
J

 

電

J
 

m

l

を
し
て
.

I

I脫
.せ
'し
め
誉
唯
一

I

全
I

讓

は

8

共
I

I

.

I件
^
^
^ ̂

蓋
し 

常

£

:般
的
利
益
を
I

志
特
珠
的
利
益
を
破
壞
す
I

の
.
は

此

方

法

以

外

に

は

I

し

な

い

か

ら

で

，
ぁ

る

』

S

と
。
而
し
て
彼 

は
か
4

財
貨
共
有
社
會
の
實
例
と
し
て
古
代
ス
パ
ル
タ
、
，ハ
ラ
ガ
イ
、

ユ
ウ
.ロ
ン
人
、
イ
ロ
コ
イ
人
I

げ
特
に
ス
バ
ル
タ
及
パ
ラ 

カ
イ
のS

貨
屮
有
社
會
に
共
嗚
し
、：
そ
の
何
故
に
衰
亡
す
る
に
：跳
り
.し

か

を

簿

，パ 

彼

の

塞

S

法
論
別
名
法
#
原
理』

に
M
れ
ば
、
'
.彼
の
：社
#:
通

の

|1
系
ば
金
く
震
し
、
而
し
r 

f
財
貨
北
ハ
有
並
罢
S

す

:る
諸
舷
の
吲
題
，が
系
銃
的
に
論
述
せ
ら
る
.
.
<̂;
至
.て
居
る
0

1

^

マ
ブ
リ
ィ
は
財
貨
共
有
'の
觀
^
を
^
邊
.に
#
た
が
。'
彼
0
興

味

と

涉

獵

の

、中

心

が

古

代

希

臘

の

賢

禅

：

0
著

作

に

在

つ

た

事

は

雜

_に
吾 

人
の
：述
べ
た
所
で
あ
：る
。.
彼
：の
：社
#:
忍
想
ー
.般
の
^
想
.が

霉

め

賢

哲

の

，硏

究
'に
瑕
み
出
さ
れ
た
事
は
疑
ひ
無
き
靡
實
で
あ
る
。
先
づ

ブ
ラ
ト
ン
で
あ
る
0
:彼
'に
對
す
る
マ
メ
リ
小
の
傾
倒
と
.造
晚
と
«:
-
'深
た
' 
し
か
し
、
.彼

ば

決

し

：
て

プ
..ラ
ト
.

V

の
共
■
主

義

に

：
滿M
す
る

' 

. 

.

.

.

.

.

. 

■

•
 

• 

■

も
の
.：で
.：は
な
い
'°
彼
は
旗
ぶ
隨
所
に
プ
テ
ト
シ
を
||
!
照
1>
.、
：彼

妒

聰

明

と

敞

眼

に

對

.レ

て

ゅ

 

彼
は
プ 

ラ
ト
ン
の
共
產
虫
義
t
評
しV

、

彼
が
財
货
典
荷
：制
を
政
治
家
並
に
軍
人
.に
限
つ
て
、
是
を
1
般
市
扰
に
延
長
し
な
か
つ
た
事
を
以
て
、 

失
敗
の
原
因
'で
.あ
.る
^
|费
つ
^
ゐ
谷
0
-日
ぐ『

完
全
.な
る
共
.和
國
€>
圖
面
5:
-:晋
等
に
镘 

ト
y >

が
、：そ

I 

> 

* 

>k 

•
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.

.

. 

, 

,
+
•
.
.
. 

.

1

■.
.
.
.
.
.

 i 

.. 

* 

I 

- 

- 

'
、'

_の
命
圖
に
，於
そ
央
敗
令
し
事
は
予
：の
遺
憾
と
ず
.岁
所
で
あ
る
，。
.：蓋
じ
：彼
は
彼
が
政
治
家
を
.遇
せ
；.
1が
如
く
に一

般
市
民
を
遇
す
る
こ
と

■ 

. 

,•. 

.

.

.

.

. 

' 

•
. 

.. 

- 

. 

•
; 

. 

•
•
•
•
•
• 

••

を
敢
て
爲
，さ
.な
か
つ
长
が
ら
セ
>̂
:
る
。
キ
ふ
.更
に
.飄

^

弓

政

治

家

及

寒

人

が

建
設
せ
し
な
ら
ぱ
、
永
#
の
：；必

要

手

段
'を
そ
れ
自
身
◎
中
に
：發
見
す
る
が
如
き
共
和
國
を
建
■設
す
る
こ
i
は
容
易P

あ
つ
.た
で
ぁ
ら
ぅ

o

ト
シ
.に
饿
ら
な
か
づ
た
事
は
是
等
£
目
に
徽
し
.て
‘明
.が
で
あ
ら
ぅ
。
彼
自
ら
'『

プ
.ラ
ト
^
を
棄
'て
る
。
予
が
彼
0
そ
れ
ょ
り
も
1
脐
党 

，金
.な
る
.共
和
國
を
：建
設
せ
ん
ゼ
考
.て
ゐ
，る
t

i
を

恣

勿

れ

』

名

S

:.
:■.■' 

’ 

而
じ
セ
此
売
金
な
る
共
和
國
と
'は
彼
に
據
れ
ば
古
希
臘
の
.最
大
の
.立(

法
家
9

>
;l
,
'
^
K
.

(

L
y
c
u
r
g
u
s
.
}

ぬ
依
.て
.確

立

.せ

ら

れ

た

ス

バ 

ル
タ
の
1共
和
雨
で
.あ
づ
た
0
宽

に

リ

ク

：
ル
.グ
ス
の
名
は
彼
が
隨
喜
渴
仰
し
て
止
ま
ぎ
る
も
^

.マV

リ
，
ィ
；の
：社
會
思
：想
：
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求
む
る
I

I

S
本
で
あ
つ
だ
の
で
|

_

如
何
^
^

.
し
得
ら
れ
る
で
あ
|

.°
彼

昌

つ

七

售

r

ス
パ
ル
タ
^
^

せ
し
諸
i

は
汄
し
て
一-時
的
.の
.流
行
、
熱
情
、
':狂
情
に
f

t

の
で
.は
：な

か

つ

た

。
..そ

れ

故

に

數
百
苹
の
間
、
莽
續
し
得
ら
ミ

の
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l

f
成

し

得

賛

字

、
：：
又
：

一.

時
的
財
貨
Q

I
崖

す

f

と
S

滿
足
I

し
セ
，
土
地
所
有
權
を
市
民
が
ら
慶
し
て
し
ま

 ̂

土
地
は
共
ロ 

國
の
所
有
に
属
し
、
共
和
國
I

部
分
を
夫
々
各
家
f

分
與
し
彼
を
.し
て
.
f

 l

益
馨

の

資

f

於
い
て
是
S

樂
せ
.し
め 

た
め
：で
I

f

ス
.パ
S

会

袞

悼

し

き

f

1

和
國
や
リ
ク
ル
，V

K

g

f空

し

く

破

產

I

人
は
I

ょ
；
I

 

す
I

も
有
益
.

I

Iを
杣
き
出
し
た
と
f

れ
る
し
.又
此
事
實 

る
と
結
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
へ
：
.ら
る
、』

clo〕

o
:

マ
プ
イ
ヴ
財
}
多
有
の
觀
念
ヵ
リ
ク
ル
グ
'ス
の
.立
法
並
に
ブ
.ラ
：
ト

：
ン

に

鼓

吹

.サ
 

會

の

理

翁

がK

パ
ル
.タ
的
璧
主
義

I

つ
た
事
は
.こ
れ
に
依
て
明
か
で

た
の
：で
あ
る
。
|

|

襄

I

I

稱
f

る
、
は
•一：
に
こ
の
S

で
S

て
、
.-
-モ
レ
リ
イ
の

共

產

主

義

と

.
の

相

異

f

亦
實 

に
こ
の
點
に
f

f

 

l

.
な

け

れ

ば

な1

C
 

|

|が
共

達

議

念

の

形

成

I

與
し
た
の
は
獨
り
こ
？

法
の
.み
.に
止
：ま
ら
な
い
。

.彼

.は
：又
：パ
ラ
ガ
イ
I

け

る

；ゼ
：
ス

斗

ッ

ト

敎

徒
の
共
產
社
會
や
ア
メ 

I

及
ア
フ
y
力
の

未

麗

民

に

於

け

る
原
始
共
齑
社
#
の
事
實
を
捉
へ
て
羡
望
的
？
吻
を
洩
し
て
.'ゐ
る
。
是
等
の
事
實
が
多
か
.れ
少
な
か
れ
彼
の
財
貨
共
有
の
觀
念
を
刺
戟 

.
し

た

で

あら
，う
事

..は容
'易
に
.推
^
し
'得
る
^
'で」

あ
る
0.
し
力
し
そ
れ
に
^
不
掏
II
-
L點
に
於
け
る
_彼
の
1
.、も
 ̂
M
-
V
C
勤
力
何
れ
に
し
て
も 

リ
ク
ル
グ
ス
.時
代
P

X。ハ
ル
"夕
に
在
つ
た
事
は
拒
み
難
き
事
實
：で
：
あ

：
る

と
言
は
.な
け
れ
，ば
な
ら
な
い
。

建
設
せ
ら
る
べ
き
：財
賢
共
有
社
會
の
內
部
構
造
は
如
何
な
る
も
の
，で
あ
.る
か
。
曲
來
社
會
.思
想
家
は
此
問
題
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
關 

心
を
持
ち
、
.奔
放
な
る
想
像
の
■
を
驅
使
し
て
敍
述
大
い
K.
'努
む
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
プ
ー
フ
ト
ン
、
モ
オ
ア
、
ヵ
ン
パ
ネ
ル
ラ
何
れ 

'も
然
り
。

モ
.
.レ
リ
ィ
の
如
き
は「

自
然
法
典」

の
第
四
章
を
金
く
此
敍
述
に
割
愛
し
て
、
N
M細
に
共
產
社
會
の
：恶
本
的
構
造
を
描
い
て
ゐ 

る
。
然
る
k

マ
ブ
リ
ィ
.は
全
く
^
等
.と
趣
を
殊
に
し
.唯
、
.

『

市
民
は
種
え
な
る
階
級
に
分
た
れ
る
事
.に
な
る
と
予
は
考
へ
る
、
即
ち
最
强

.. 
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客
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土
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從
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會
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备
家
族
^

所
要
.の
，
第

物

.を

分

配

す

る

と

い

ふ
 

職
務
以
外
の
職
務
を
持
た
ぬ
事
と
な
る』

A
11
V

と
言
ふ
の
み
に
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'
''
'
.
.
':
.'.
,
'
.
.
:

S

I

Q
方
法
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關
し
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樣
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却

漏

；に

傷

暴
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に
f

翁

事
枕
出
f

い
6
彼
が
溯
の
態

■

焉

的

色

■

■

て
ゐ
_

跷

代

の

奮

は

镖

に

■

的
ロ
吻
_

て
ゐ
るO

固 

ょ
り
.彼
.は
社
#
變

蕾

篇

と

し

て

馨

に

依

潔

外

な

■

、換
言
す
れ
ば
.奮

の

^
^
^
^

菇
を
耍
.求
す
I

於
い
弋
は
革
命
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.か
ら
.

於
い
：て
彼
產
べ
：
,1
:
含

、『

子
は
總
て
の
頃
が
社
■

幸

福

建

り 

事
、
而
.し
'て
、深
慮
.

I
供
す
る
i

r

f
篇

に

艰

大

養

で
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巷

詧
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若
し
社
會
が
か 

>

1術
の
助
I

り
な
け
れ
ば
義

■

め
i

l
死
g

f

t
'.
,v
比

た
め
死
の
危
險
を
胃
す
場
合
に
於
い
.て
.は
、
：善
で
あ
' る』

^

又『

常
，に
內
亂
を
不
芷
視
す
る
翦
は
善
良
な
る
風
俗
及
公
共
の
利
益
と
全

く
相
容
れ
ざ
る
敎
義
で
あ
る
。
.：. ：

國
民
に
永
久
不
變.Q

忍
耐
：を
强
制
す
：る
こ
と
は
王
侯
を
し
.て
暴
政
に
赴
か
し
め
、
且
つ
彼
等
の
遺
を

:
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平
祖
な
.ち
^
む

る

琪

で

あ

'.る
:0
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國
^
の
.敵
に
對
し
て
反
抗
す
る
こ
と
を
欲
.せ
ざ
る
國
民
ば
.
然̂
抑
壓
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
： 

:

:藜

カ

.€
»
權
利
が
.諸
權
利
中
、最
も
.神
聖Q

も
の
：で
.は
な
い
.
.に
し
て
も
、
入
間
の
断
に
理
性
と
道
德
の
何
等
か
の
原
則
が
#
莅
せ
■る
に 

し
I

、
正
籤
は
、
法
f

破
壞
し
f

は
媒
淛
的
權
力
を
i

す
る
.た
め
に
巧
に
|

を
濫
用
せ
ん
と
.す
る
_

者
_

力
に
訴
ふ
る
こ
と
を
許
す
の
で
あ
る』

。
:?
:
>と
：言

ひ

更

に

『

予
.の
：敵

の#
虐

が

不

正

で

，
あ
れ
ば
^

^

權
利
を
持
つ
;'
0
彼
が
予
ょ
り
人
類
に
不
可
'缺
的
に
所
屬
：す
る
利
益
を
奪
ふ
な
ら
ば
予
は
彼
.の
虐
政
に
.對
ん
て
主
張
す
べ
き
人
類
の
總
ゅ 

る
權
利
を
拇
つ
9
.予
が
救
濟
.に

'«
へ.る
3
の
は
予
の
澳
氣
で
あ
_
£と
，0(

4
し

：

..
:

，.
語
調
は
可
減
り
激
越
で
あ
る
:0
是
等
の：

引
用
に
.徵
す
れ
ば
、
彼
が
時
に
應
じ
て
暴
力
革
命
の
必
要
を
是
認
し
、
、革
命
的
變
革
の
可
能 

•

性
を
確
信
し
て
ゐ
た
翦
は
疑
を
容
托
な
い
o
,
'
^

.
然
る
に
批
I

的
傾
向
は
後
年
に
で
て
全
囊
を
潔
て

i

智

。
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の
^
^
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昏
て
_は
#
カ
带
命
を
敢
て
辭
せ
ず
上
散
し
、
，筚
命
的
變
苹
の
可
能
性
を
信
賴
せ
し
彼
が
今
や
前
說
を
_
べ
し
却
て
そ
の
無
謀
架
空
を
戒
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化
に
對
す
る
認
識
の
深
化
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
何
等
凝
を
容
れ
る
所
が
な
い
で
あ
ら
う
。

か
く
て
マ
.ブ
リ
イ
は
一
七
六
五
苹
の
载
、「

フ
ラ
ン
ス
史
考
察」

：
〇
^

§

|
运

sur r
H
i
l
r
e

 

de 

France 

:
こ
ぶ
い
て『

徐
 々

:

に
而
も
漸
次
S

を
行
ひ
、
：華
人
が
忍
耐
を
以
て
跋
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
中
間
の
■

を
急
遽
と
し
て
^

‘
s

i
そ
望
ま
し
き
も
の
で
t

と
稱
し
て
霊
的
變
化
Q

f
說
き
、
蛋

.

『

立
法
論』

I

い
て
i

明
確
に
道
般
の
次
第
を
力 

說
し
て
！

II

く

『

如
何
に
谨
大
な
る
都
件
た
り
と
も
ー
日
に
し
て
國
民
の
性
格
を
變
M
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
從
て
若
し
政
ム
-P
に
し
て 

新
渋
典
に
依
り
國
民
に
突
然新

！
！

神
を
與
ふ
る
事
が
出
來
る
も
の
と
思
考
す
る
な
ら
ば
、
そ
は
非

常

識

で

あ
ら
う
。
予
は
S

に

-
S 

的
に
し
て
‘

激
な
る
革
命
邊
起
し
た
所Q.

記
念
す
ベ
.き
事
#
を
硏
究
し
た
。
而
し
て
予
は
常
に
、
是
等
の
創
造
的
事
件
が
若
し
他 

の
.多
數
の
事
件
の
後
に
.現
は
れ
き
と
無
く
而
も
、
.漸
次
革
命
1
準
備
す
|

至

つ

た

所

の

諸

事

情

.の

下

に

疆

し

な

か

つ

た

な

ら

ば
 

決

し

て

何

窜

奮

成

就

す

る

ぶ

と

が

出

來

な

か

，つ

た

で

あ

，ら

う

占

言

ふ

寧

を

認

め

た

と
信
ず
る』

S

と
。

.

茲
に
マ
ブ
リ
ィ
は
社
會
め
變
苹
が
如
何
办̂

大
事
變
に
侬
て
も
突
變
的
に
且
つ
飛
蹯
的
に
成
し
遂
げ
ち
る

\

も
の
で
は
無
く
、
久
し 

き
S

る
事
物
の
繼
續
的
著
進
的
發
通
の
結
果
と
し
て
の
.
.み
行
'は
.る
\
事
.を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
革
命
的
舊
は
垒
く
影
を
潜
め
現
實 

的
11
1
化
、玉
義
-#
の
1
£目
躍
勿
^
る
も
の
，
あ
V2
,
;°進

化

の

理

法

は

今

.や

彼

 

'の

能

く#
得

す

る

所

と

な

つ
b
の

で

あ

る

。

■

.
マ
ブ
リ
イ
が
理
想
と
し
て
は
財
貨
共
有
社
會
を
猶
憬
し
乍
ら
、
.其
現

實

に

於

ける
實
行
：不
能
を
悟
得
し
;'
從

つ

.
て

敢

て

其

實

現

を

隄
 

_
せ
ん
と
せ
ざ
る
は
一
に

か
X
る
事s

に
f

 

H

る
。
マ
プ
リ
イ
はr

修
仲
の
^ ,
f

確
立
す
べ
く
提
議
す
べ
き
で
あ
る
か
o
否 

I

』

と
I

ィ

I

葉
f

1

も
亦
同
感
で
$

.

■
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こ
と
は
望
み
難
い』

？〕

と
言
明
し
.て
ゐ
る
ノ
こ
の
.
章

句

は
彼
が
共
産
社
#
の
實
現
て
ふ
^
初
の
理
想
を
放
棄
せ
し
に
は
非
ず
や
と
の 

感
を
抱
か
し
む
る
も
の
あ
る
の
み
な
ら
ず
又
育
實
或
學
者
に
依
て
、
彼
が
初
志
を
放
棄
叱
し
明
か
な
る
證
據
な
り
と
し
て
屢
ぶ
^1
照
せ 

ら
れ
る
所
が
あ
る
が
、
こ
は
皮
相
且
失
當
.0
解
釋
で
あ
，つ
て
、
決
し
て
彼
の
眞
意
を
汲
め
ゐ
も
の
で
は
な
い
0
蕻
1 :
彼
は
決
し
て
本
來 

の
持
說
を
反
覆
せ
る
も
の
で
は
な
く
唯
こ
の
薄
句
に
依
て
、
理

想

と

せる
共
產
社
會
の
實
現
の
墙
か
に
刻
下
に
期
1
難
く
-
必
ず
や
.j 

货
期
問
の
灘
化
を
俟
た
.ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
以
を
婉
曲
に
披
瀝
.せ
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
石
0
理
想
と
し
て
共
產
主
義
を
抱
懷
し
乍
ら
、 

現
社
#
め
狀
勢
上
遽
か
に
そ
の
實
現
の
-期
し
難
き
を
洞
祭
せ
る
^
、
ブ
ラ
ト
，ン
、
，モ
レ
リ
ィ
の
徒
と
^

^
を
一
に
し
こ
ゐ
る
の
で
あ
つ 

て
、
茲
に
冷
靜
な
右
歷
史
家
0
面
同
が
躍
如
と
'し
て
ゐ
る
の
を
見
る
0';

(
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2
:

人
類
の
m
JH
の
幸
ー
職
は
烟
货
共
有
尉
會
を
措
い
て
他
に
求
む
る
事
ば
出
來
な
い
。
然
る
に
斯
種
社
會
は
往
昔
、
吾
々
の
祖
先
の
政
ム
ロ 

的
立
法
_
錯
誤
卞
9-
1
て
.不
宰
:'
^
も
综
入
さ
れ
た
私
洧
財
«:
の
：た
め
に
地
ゼ
か
ら
其
姿
を
消
し
て
し
ま
つ
た
0
.
:
ゲ
日
之
を
^
&
す
る
都
こ 

そ
眞
に
火
急
の
耍
望
で
は
あ
る
.が
、
71
7
來
、
財
產
制
の
裔
ら
、し
た
弊
害
深
く
社
會
に
根
差
し
.て
到
來
，こ
の
蕻
あ
’る
を
許
さ
な
い
0
/マ
ブ
リ 

ィ
謂
へ
ら
く f

條
件
の
平
等
を
稗
建
せ
ね
ぱ
な
;-
&
な
い
か
0
>
'ル
.シ
?.
ド
*
ラ
5

グ
ィ
エ
エ
：ル
日
く
、
否
と
、
予
も
亦
同
感
で
あ
.る
。.
即 

今
其
弊
害
'根
差
す
所
餘
り
に
深
く
、V

こ

れ

を

治

癒

す

：る
こ
.と
は
璧
み
難s

i
c
l
v

>
o 

J

見
こ
の
章
句
は
マ
ブ
リ
ィ
が
薛
坐
の
目
^
た
る 

共
產
主
義
を
或
は
放
棄
せ
し
に
，は
非
ず
や
の
凝
念
を
抱
か
し
む
：る
が
、
然
し
そ
は
^
■相

の
解
#
で
あ
る
。
彼
の
德
意
は
決
し
て
狸
の
變 

化
を
來
さ
な
い
0
彼
.

±
1#

當
今
、財
產
制
の
病
弊
深
く
社
會
に
浸
胸
す
る
の
餘
り
、
直
に
共
產
社
會
を
實
現
す
る
事
の
無
«
目
0
至
_
ヒ 

る
が
故
に
姑
く
他
の
便
{
-0
的
手
段
に
由
て
、
そQ.
階
橄
と
.な

し

、
順

，，次
、
北
ハ
產
社
#

に

接

近

す

る
の

.

外
な
き
..蜜
を
暗
示
せ
し
に
止
る
。

マ 

ブ
リ
ィ
は
辱
if
：
な
る
社
#
改
造
を
戒
め
て
、
立g

者
を
ば
逆
風
の
中
を
巧
に
扭
囘
し
て
航
行
す
る
船
の
水
先
案
內
に
喩
へ
て
日
く

5

早 

苹
等
亦
袼
在
せ
ず
、
;±
' ^
已
に
分
割
せ
ら
加
»
嘴
共
有
社
會
の
商
建
が
不
可
能
な
る
今
：1
:、立
法
考
の
と
る
可
含
資
務
は
.何
で
あ
る
か
0 

斯
る
場
合
に
際
し
立
：法
者
は
.宜
し
く
逆
風
叱
遴
路
を
妨
げ
ら
れ
.て
ゐ
る
水
先
潔
内
そ
糢
し
為
け
れ
ば
な
も
な
：い
0
彼
は
決
し
て
激
怒
に 

身
を
委
せ
な
い
‘
彼
は
迂
廻
し
て
進
む
。
彼
：城
最
もp

か
に
進
め
る
や
ぅ
.に
帆
を
處
置
す
る
；0」

私
有
財
産
の
坐
ん
だ
諸
激
情
は
合
も
海 

上
の
風
:0
如
き
も
の
で
あ
る
0
決
し
て
之
に
逆
つ
て
進
ん
で
は
な
ら
ぬ
0
逆
へ
ぱ
却
て
そ
れ
に
取
指
ら
れ
て
、
沈
沒
し
て
し
ま
ぅ
。
佑
、
 

オ
先
案
内
と
立
法
者
と
の
間
に
孩
在
す
る
湘
遽
點
を
看
過
し
て
枕
な
ら
ぬ
”
前
者
は
天
猶
处
變
化
に
左
右
さ
れ
て
藜
風
を
征
御
す
る
辦 

は
：：：：

來

な
い
が
後

#
は
ヴ
ァ
ジ
ル
の
>不
ブ
，
タ

ンO'
如
く
、
必
耍
な
場
合
に
は
.ァ
キ
ロ
ン
ゃ
ボ
レ
ー
を
抑
へ
て
ゼ
フ
イ
ル
の
み
を
身
上

忙
吹
か
*
る

-®
が
出
來
§

y

と
。

マ
ブ
リ
：ィ
の
.便m

主
義
現
實
主
義
の
態
度
が
兹
に
.躍
如
七
し
て
ゐ
る
。
人
間
と
し
て
は
不
賴
狷 

介
、
其
理
爾
に
於
セ
は
終
始
领
硬
且
0
.理
念
的
.な
名
彼
:%
、
そ
の
@
際

紀

於

い

：て
は
.周

到

冷

徹

取

る

ロ

和

免

主

義

衆

で

あ

る

デ 

ィ
硏
究
の
一
權
威Fdgard, 

I

が
彼
を
評
し
て『

實
際
に
於
い
て
こ
の
共
產
主
義
容
は
ょ
く
諸
事
情
に
順
應
し
、
必
要
が
要
求
す 

る
諸
讓
步
を
爲
す
事
を
辧
へ
て
ゐ
る』

と
言ひ

，.

.更
に『

絕
對
的
急
進
主
義
は
隈
な
く
、
.理
論
の
高
地
を
支
配
し
て
ゐ
る
。
相
■
主
義
は 

實
踐
の
低
地
を
支
配
.し
て
^
る』

?
0先
言
0
て
.：ゐ
^
の
.
.は
蓋
し
適
評
で
あ
.る
°

社
#
改
造
は
.1

俯
の
詭
nt
を
必
要
と
す
る
。
即
ち
そ
の
第

一
着
步
は
II
ち
に
當
面
の
敵
た
'る
財
產
制
に
攻
3P
の
鋅
を
向
け
る
事
な
く
、

V 
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.. ■ 
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. 
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バ
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.
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.

.

姑
く
こ
れ
を
社
會
の
秩
序
、
平
和
、
安
寧
の
菡
礎
と
し
て
、
愼
重
な
る
尊
敬
を
挪
ひ
、
.先
づ
財
產
制
の
生
め
る
ニ
火
惡
德
た
る
食
愁
並

.

し
 

.

.

.

.

.

.

.
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.

.

.

.

.

.
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.
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•

に
跸
心
の
_撰
滅
.に
着
手
し
間
接
に
私
有
财
產
其
*
の
根
底
：を
崔
'へ
す
に
在
る
。
こ
れ
社
會
改
造
の
戰
略
で
あ
つ
て

、

私

^

財

産

を

有

効 

確
實
忙
打
倒
す
冬
^
め
ー
に
翻
.る
可
き
必
耍
.な
：る
訐
略
で
あ
る
。
攻
_
の
失
を
直
接
に
私
有
財
產
の
上
に
向
け
る
事
は
決
し
て
策
の
得
た 

る
ネQ:

で
杜
#

.v
>

ofM
く
邋
オ
#
認

あ

.

.尊
に
奪
徽
す
名
か
:0
如
く
裝
ふ
セ
,;
>
先
.づ
：其

結

果

衣

る
5
 

の
撲
滅
：を

圈.
 

る
*
こ
：
是

猶

局

に

於

：い
，

H

い
私
有
財
産
を「

ょ
ガ
有
効
雜
實M

覆
滅
ず
る
冷

の
如
Y
貧
^

^
ゐ
名
、

『

湫

有

财

崔

ぬ

：组
ん
：禮

？
速

^
德

蹇

^
规
心
^
を
樸
滅
す
^

»な
け
れ
拭
假
令
他
に
如
何
.杧
^

#
に
.法
律
を
隶
^
^
^

:

ねH

霧

勞

'求
あ
名
。'而
し
て
茲
に
と
：§

ゆ
：名
®
法

：の

要

諦̂

#

务̂』(

.-
4)

と
。

.

.

J
丨
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，
：'
:
.
、
-
ら

V
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の
^

^
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2 o

，：i

會
I

る
可
き
I

食
l

i

t

撲
滅
す
I

看

し

I

唯
彼
等
^

办

と

七

な

い.
.
#し
'
こ€
:谨

情

は

：常

に

翦

的

、
常

忆

翁

で
.且
又
變
裝
す
.る
に

巧

み

でt

、
之

を

抑I

る
J

か
る 

I

手
段
の
：み
I

ふ
I

法
S

蠢

|

笑

す

：|

ら
I

る

、|

塞

^
^

馨

爾

し

て

、
I

の
激
情
を
睡
眠
ざ
せ
'
麻

響

せ

て
f

事
で
I

。

一
 

言

に

し

囊

^̂

.間
暮

福

i

り
#
る
樣
に
市
民
の
私
生
活
並
.に
；政

種

關
を

處

理■起

け

れ

ば

^
 ̂

リ

„

ィ
は
.

ス
す
i
力
ら
以
下
述
.ぶ
る
：力
如
き
諸
方
策
を
提
唱
す
る
.

Q:'

で
あ
名
。，『

立
；珠
論j

め
最
後
の
3
舊
悉
皆
是
等
方
策
■

細
な

，一
一
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.
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第
チ
着
步
鐘
家
の
食
I

產

ず

る

に
l

o

i
慶

自

I

制
1

性

論

I

I

け
れ
ば
f

ぬ
。
藍
し
I

が
s

 

荖

刹

I

た
る
S

じ

て

人

民

：も

亦

富

を

尊

f

る

か

らI

る

。
一
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笑
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俗

は

唯

欲

望

.少
I

國

家

に

の

み

存

在

す

る

.。

「

か
V
る

國

家

.
に

於

S

て
始
め
て
政
治
家
ば
誘
惑
に
陷
る
事
'な
く
一
.身
の
高
義
を
堅
持
す 

る
事
が
出
來
る
.。
故
に
立
.法
：の
第1

着
歩
は
國
家
の
財
政
を
緊
縮
す
る
事
に
在
る
。：
こ
れ
は
.又
リ
>
.
.ルグ
ス
の
原
則
で
あ
つ
：た
 ̂

目
的
の
た
め
k
は
■國
家
の
欲
望
と
所
得
と
を
可
及
的
.に
減
少
す
ベ
.き
で
あ
る
:,
0
.欲
望
i
所
f

を
減
ず
る
方
法
は
減
稅
に
在
る
。
立
法 

者
は
±
し
く
減
税
に
.努
カ
し
.な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
：0
.
:
立
法
者
.の
政
策
の
規
準
が
茲
に
な
：け
れ
ば
國
家
：.の
欲
望
は
、日
に
增
大
し
、
惡
德
を
麟 

成
ず
る
に
至
る

。
國
家
の
欲
.望
少
な
：け
れ
ば

、
之
れ
.が
充
足
に
は
，ょ
W
單
純
な
る
方
法
を
講
ず
れ
ば
'足
，る
べ
く
、
.加
ぐ

て

人

民

を

‘誅

求 

し
、
國
庫
を
槐
亂
せ
し
.む
.る
ロ
實
を
政
府
に
與
ふ
る
事
が
な
い
0
:
»裕
な
を
國
家
は
經
濟
の
懷
値
を
辧
へ
ず
、
：自
.ら
金
錢
を
尊
敬
し
、 

人
民
に
金
錢
愛
を
鼓
吹
す
る
0
:結
局
、
自
己
0
欲

望

充

足

：
の

た

办

人

民

を

苦

し

め

ね

：ば

止

资

&
い
'°
,
.貧
愁
が
增
長
す
る
^
伴
队
、
#
富 

の
懸
隔
は
益
ふ
增
大
し
、
延
い
て
は
常
に
貧
富
に
伴
ふ
：惡
德
：の
急
速
な
る
增
長
に
對
し
亡
«
何
な
る
法
律
も
早
や
策
め
施
デ
法
を
知
ら 

ざ
る
に
至
一
る 
s
o
,
.
.
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國
家
の
財
源
は
何
處
に
浓
む
可
き
か
。
本
來
金
納
を
排
し
勤
勞
.を
徵
收
すY

き
で
あ
る
が
、
：

y

こ
の
勤
勞
も
亦
今
R
私

荷
財
産
制
の
下 

に
於
て
.は
.ヤ
と

し

て

無

償

物

は

存

在

し

.な
い
.が
故
.に
、
國
家
と
錐
も
亦
V
そ
：の
存
續
に
は1 

'定
：の
所
得
を
必
.耍
と
.す
る
事
は
卧
明
の
靡
實
. 

で
あ

る
。
' 然
ら
ば
.こ
_れ
を
何
處
...
に
求
む
べ
'き
.か
。

賦

役

ば

如

何

。
こ
-は

平

等

に

矛

盾

する
。
生

產#|
^
以
.て
.は
、
^

*

の

欲

望
に
充
分
な
' 

ら
.ず
又
政
治
家
：の
食
慾
を
刺
激
す
る
事
無
し
と
し
な
‘い
。「

適
當
の
'財
源
た
々
得
な
い
0
然
ら
ば
如
何
が
る
祖
税
に
依
备
べ
き
か
。
間
接
. 

税
は
政
治
家
：に
對
レ
て
、
興
激
情
^
充

た

，
し

、
且

づ

：人

民

を

邊

瞞

ず

る

：無

數

の

へ

ロ

實

七

手

段

と

を

供

與

す

る

。
'
唯

-
不
可
侵
の
法
則
は
土
ー 

塊
直
接
税
^
あ
，る
。>:

ブ
リ
ィ
は
此
.點
に
於い

：：

て
：ラ
^

^
オ
：ク
岁
夕
 ̂

一
 

公
祀
の
財
源
4
な
ず
.

ァ
ブ
リ
ィ
.©
肚
會
思
想
. 
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.

钕

の

義

は

如

何

と

言

ふ

農

：に

由

れ

ば

福

て

I

種
.
I

营

人

最

 ̂

f

，又
他
の
方

I

由
て 

I

.
せ
I

V
租
I

總
■て
'
實

何

等

か

：
の

貢

納

を

負

I

る

：は

不

尊

I

。
. 

I
仕
事
，
汗

苦

蔚

家
I

.

上
し
：た

上

に

、
，

裏

の

：
所

有

せ

ざ

.重

地
I

作

し
. 

守

護

し

て

び

、國
家
^

人

間

最

大

の

：恥

辱
I

乞

產

活

I

 く 

I
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t
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讓

の

貪

慾

£

い
で
政
治
家
の
貪
愁
を
克
服
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
財
富
を
以
て
政
治
家
の
馨
條
件
と
し
て
は
な
ら
ぬ
。
薇
し
政
台 

家
の
欲
望
は
：

一

般
人
民
の
欲
望
に
比
し
てI.'

般
S

家
の
欲
望
を
增
長
ぜ
し
め
奮
傾
向
-が
：f

、
又
そ
の
.操
行
は
社
會
ー
般
の
德t

了 

I

f

f
の
I

.
ら
I

る
。
各
の
點
を
嚴
繫
す
れ
ぼ
：一
國
の
I

.
の
I

當
る
た
.め
，に
貧
愁
I

り
、:

又
致
富
に
輝
心
す
る
が 

如
き
は
嗤
S

至
で
I

ぅ
。
先
づ
法
律
：に

贫

、
政
治
家
心
.镄

^
 ̂

勞

吉

、

：

心
—

I

I

 

做
す
に
至
れ
ば
普
通
人
民
は
敢
：て
こ
.
.の■

を
渴
望

す

る

も

め

、
■

い

塞

き

 

世

人
は
謂
.ふr

勞
力
'に
對

し

て

報

酬

は

當

然

で

f

i
と
o

し

か

，し

と

は

卑

む

ベ

き

奴

猶

性

■で
あ

るo
'叉
或

は

言

ふ

、
政

治

家

は

私

事

を 

忘

れ
.て
貢
献
：与

ゐ

る

。
國

家

が

そ

：の
.賠

償

，
に

住

ず

る

事

は

當

然

で

I

■
國

家

並
I

霞

S

慾

を

撲

滅

す

名

と

共

に

又

人

民

：：の
食

f

 

S
す

る

事
|

祚

人

髮

衆

の

.激

情
I

住

す 

.

1

は
：必

ず

政

翁

傅

染

し

之

を

證

ず

る

I

.

る
か

；巷
I

。
ヘ

每
私

有
制

の

確

著

れI

上
は
致

富

る
こ
と
は徒
勞
.で
あ
が
？
：要
は
法
律
に
.ょ
つ
て
-
:
‘
食
激
を
.緩

和

し

.、
^

導

：¥

:障
壁

を

廻

ら

し

：て
、
.
國
家 

が
如
き
公
的
、
家
庭
的
不
幸
：を
惹
起
ず
る
事
な
か
ら
し
む
る
^:
.在
る
;0
淸

赞

の

德

あ

敎

へ

へ

高

潔

0 ,
美
を
入
民
に
說
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

貪
愁
克
服
の
方
法
と
し
て
铁
.奢
法
の
制
定
は
©

か
に
有
効
.で
1

0

,ホ
來
罾
#

と
ぼ
ぬ
^:

:^
決
し
：て
相
容
れる
も
の
で
は
な
い
。
0 

奢
法
が
嚴
格
な
れ
ば
其
丈
：け
赏
不
平
等
の
弊
を
矯
め
る
事
が
出
來
る
の：

で
あ
る
。S

;

;■

:
凡
そ
世
.人
：が
當
を
愛
好
す.る
所
以
.は
、
現
今
の
.法
律
が
、.
尊
敬
と
.名
#
と
が
甯
に
ょ
0
て
_
は
る
、
事
を
默
許
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ 

る
？
禁
密
法
は
觉
し
く
斯
、
る
富
ハ
識
示
钇
抑
爾
せ

：

ね
ば
な
ら
ぬ
。'.
富
に
故
っ
て
名
譽
，
尊
敬
を
獲
得
し
得
ざ
る
に
至
れ
ば
富
#
は
勢

ひ
.自
身
.の
功
績
の
.み
に

ょ

っ

て

：是

を
.贏
得

る

电

努

力

；せ
.ざ
：
る.を
#
ざ
る
：
に̂

る
：
で
：あ.ら
3:
:

?
同

樣
'0
見
地
迮
上
彫
刻
繪
爾
の
如
き
洗
練

-
 

.

.

.

.

.
•
. 

•
 

••
 

.
 

.

•«
•+
 

•
 

…

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.

せ
&
れ
た
る
.
#
は̂
谆
良
な
る
.社
會
秩
序
に
望
ま
し
が
ら
寒
る
'?
>
'0,
で
あ
る
。"
そ
.
^
し̂
て
；審
佟
の
結
艰
な
务
が
故
で
は
な
く
、
そ
の

社
會
秧
宇■に
愛

慮

す
べ
き
影
響
を
及
ば
■す
が
故

で

，
あ

るo:有
用
な
る
技
術
に
對
し
て
ス
は
宣
1>
:.
<
;適
當
ぬ
：粗

朴

性:5
:
梅
持
し
て
镫
か
ね
ば

な
^
ぬ
0

$
ィ

近

墓

業

の

：：洗

練

さ

れ

汔

る

技

術

を

社

會

秩

序

：の

讓

持

に

有

廣

無

益

：な
ダ
と
：思

考

.す
る
；點
：に
：於

 

？

ソ
ー
の
文
明
呪
阻
の
思
想
4
靈
摩
相
通
ず
右
も
0.
が
あ
る
。：彼
は
艰
婴
的
、
::
:反
動
的
傾
向
に
强
ヤ
。
'?
^
'-
'
:̂

. 

; 

• 

.

.

. 

... 

. 

- ..
.

 

•

,

1
の
欲
望
を
喚
起
し
、
奢
f

獎
？

る
I

S

I
ぁ

ネ

ぐ

-:
»
.本
來
商
業
な
を
も
.の
^
輿
ら
貪
慾
.に
ょ
っ
：で
企
て
.'&
:
れ
る
も
(0
'
で
办
る
が
故
に
、
：商
業
精
神
は
本
質
的
に
善
丧
^

と
氷
炭
相
容
れ
ね
？

#
人
は
：何

等

の職
國

を
有

た

ぬ。
へ
貪
慾
こ
•
れ

彼

等

の

道

德

律

で

あ

る
0
'
:さ
.れ
ば
十|-
1
代
國
家
は
之
れ
を
獎
勵
す
る
所

.

. 

■■ 

■ 

- 

.
■
.

マ
ブ
ザ
ィ
の§

思

想： 

1

0
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四
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か
却
連
れ
を
賤
し
め 

>
:之
れ
I

雙

は
賤

市

民

：I

ね

た

。
へ

裏

の

利

害

が

國

家

の

利

害

た

I

 

吾 

人

は

、
：
眞

の_

に
眩
惑
.歲

、
'塵

卷

S

る
業
務
£

セ
、
'
_

市
民
I

耶
し
之
れ
裏 

f

食
s

f

穿

、
|

£

い
S

不

幸

袭

邊

外

I

て
は
.

1
克

服」

得

ざ
'る

所

り

出

3

.

5

1
 

た
ヵ
ル
タ
ゴ
國
段
の
驢
を
厳
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？
商
業
I

盛
I

し
め
、
多
額
の
金
錢
を
獲
得
せ
し
む
る
法
律
は
決
し
て
1 

會
を
I

繁
榮
I

.
し
む
る
も
孕
は
な
い
o
,
.
致
S

唯
，一
道
I

額

參

に

滿

足

害
 

.塵
に

對

す

I

,
ブ
I

の
I

は
I

の
如
く
峻
烈
裏
で
：
I

 

も
'の
で
は
な
：い
。
_

並
に
虛
榮
を
伴
は
ず
、
單
純
"
淳
朴
な
る
欲
望
の
充
足
.長
し
有
害
霞
の
激
情
を
喚
起
せ
ざ
I

於
い
て
は 

之
れ
I

認
す
I

可
t

と
す
る
茗
で

f

o

,富
な
る
目
的
の
た
め
に
行
f

商
業
I

ち

5

1

の
I

I

S

 

ょ
つ
て
社
會
の
馨
を
屢
せ
し
む
る
が
如
き
S

慕
合
は
國
家
は
宜
し
ぐ
之
を
嚴
重
に
制
駿
す
：ベ
き
で
ぁ
る
o
し
か
し
来
し
て
か 

V

る
場
合
、
國
家
が
塞
を
特
衷
限
兆
に
抑
止
せ
し
め
得
.る
や
否
に
關
し
て
は
マ
.ブ
リ
ィ
は
聊
が
疑
念
を
抱

い
て
ゐ
た
。

:

市
■

貪

霸

傲

の

有

効

手

段

に

獲

I

制

素
|

。|

律

の
I

は
i

が

同
^

る
こ
の
度
的
の
.た
め
が
つ
資
產
の
實
買
讓
渡
'を
制
限
す
る
規
定
を
設
く
る
。
警
を
承
認
し
な
いo

國
家
は
濒
死
客
の
盡
處
分
權 

を
.有
す
。
若

し

磊

死

f

對
し
そ
の
S

資
産
の
任
意
處
分
權
を
許
可
す
る
I

は
、一
彼
.が

右

謹
I

前
側
近
の
家
僕
の
忠
節
愛 

情
を
表
彰
し
、
か
く
て
當
f

有
害
な
る
若
干
の
富
I

I

級
の
.手
に
歸
せ
.し
む
る
事
|

件
と
し
な
け
れ
ば
な
I

O
赌
缺
相
續

の

場

合

に

篇

管

嚴

.咨

、
そQ

證

I

I

 

I

fる
f
 一I

八
一
ん
娘
S

合
.

I
福

義

產

I

蒙

持

參

す
る

事
と
な
り
、
必
然
、
浪
費
を
獎
勵
し
、
家
憲
を
紊
り
、
延
い
て
は
社
會
の
道
德
を
危
か
ら
し
む
る
虞
あ
る
が
故
に
、
相
續
財
產
金
額
中 

そ
.の
三
分
の
.：ー.:
の
.み
を
彼
女
に
相
續
せ
.し
め
爾
余
2 :
ー.ー
分
の
|
ー
は
新
に
ー
一
名
の
養
子
ど
設
立
し
て
夫
々
に
分
.與
す
る
事
と
す
るo

全
く 

相
續
人
な
き
場
合
に
は
財
産
は
直
に
國
家
.に
歸
屬
す
る
も
の
と
な
し
、
國
家
は
こ
れ
を
被
相
續
人
の
近
隣
に
居
住
ず
る
貴
®
家
族
に
平 

等
に
分
配
す
る
も
の
と
す
。
こ
れ
に
ょ
つ
て
一
は
富
著
の
貧
者
に
對
ず
る
隣
人
同
胞
愛
を
喚
起
せ
し
む
る
o
.要
す
る
に
善
畏
な
る
立
法 

の
'使
命
は
貪
慾
と
野
心
と
に
ょ
つ
て
不
斷
^,
蓄
積
せ
&-
る
、
富
を
不
斷
に
解
體
し
且
つ
分
割
す
る
事
に
在
み
と
.言
は
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い 

o
c*8
>
- 

.

.

.

、

古

典

の

講

仰

笤

た

る

マ

ブ

リ

ィ

は

古

代

羅

馬

の

：賢
哲
リ
キ
一
一
ヴ
ス
に
ょ
ク
：
て
：創

唱

さ

れ

し

農

地

法

を

想

起

し

、
.そ

の

故

智

に

做

つ

て 

大
面
積
の
土
地
の
少
㈣
者
の
手
中
に
集
屮
す
る
事
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
。
：貴
族
、僧
偶
、
平
民
：の
諸
階
級
に
分
裂
.せ
.る
現

社

會

^
對
し
て 

吉
法
律
た
る
激
地
法
を
踏
襲
す
る
事
は
固
ょ
り
困
觀
と
す
る
所
で
あ
ふ
が
故
に
、
令
日
|?
:
'於
い
て
は
同. 一:

精

；̂

に

金

ぐ

搬

叹

法

俅

を

制
 

定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
即
ち
各
階
級
に
對
し
夫
々
：特
定
せ
る
1
:へ
ー
(1
1
:積
：の
±
地
を
配
分
す
.る
0'
^ ，
く

ず

れ

ば

特

定

階
®'
の

個

々

人 

の
±-
地
が
墙
減
し
て
も
、
:各
階
級
の
夫
々
の
全
脉
產
蟛
何
等
の
變
化
わ
蒙
び
.る
拿
於
な
い
o
'
.
:
從

*€
•
何

れ

の

階

級

も

他

の

階

級

の

屈

辱

を 

:受
け
る
蕻
が
：な
い
0
こ
れ
杧
«3
:
-
:0
:で
.他
階
級
の
瘤
利
使
害
比
腺
遏
民
れ
、
#-
勝
級
間
0'
_
餘
は
傲
證
さ
れ
る
0
立
法
の
趣
旨
は
亙
大
な 

，
る

富

の

集

積

を

妨
Jh
す
る
に
在
る
が
故
に
、_
き
ど
於
^
て
：：集

衡

だ

敷
±;
す
^
以
^
、自
國
苽
民
攸
_
ル
に
於
い
.て
富
釔
蓄
積
し
、
之
れ 

を
自
國
に
齎
ら
す
事
も
同
様
に
.禁
止
さ
れ
4
ば
な』

か
0.
,
.藍
レ
こ
れ
に
0:
:
0:
て
最
.̂

賢

咐

钇

ふ

：敗

寐

の

調

和

を

阻

害

：す

^
と

と

：は
必
定 

だ
か
ら
で
s>
各
0(

9〕 

- 

〉

：'
:

マ
ブ
リ
ィ
の
瓧
會
思
想 

二 

◦
五

c
g
l
.
u

g;



マ
ブ
リ
ィ
の
肽
會
思
范

 

1〇

六
：

S
 二
四)

V
貪

愁

妄

服

在£

切
I

錄

心

の

抑

制

でI

。
，
前

者

に

偏

し

て

後

者

.を
閑
®
す

る

事

は

結

局

藉I

f
有

効

に

克

服

す 

る

が

歡
は
な
い
，
雜

し
*
是
等
ー
.ー
個
の
激
情
は
緊
密
に
繁
、̂
、
霞

の

.
同

豐

結

び

#

耳
^
^

富

者

の

存

す

る

所

め

は

勢

力

家

あ

り

、
，
叉

勢

力

：家

の

根

す

る

所

に

*P
#

者

墓

：ず
る
の
唐
物
の
匪
で
t

o1

方
を
許
す
は
iぶ
を 

獎
働
す
.る
所
以
で
あ
る
0
:
:
貪
慾
の
克
服
ど
相
碰
ん
で
野
心
鬼
服
の
.忽
ビ
す
べ
か
レ
ざ
る
脾
以
で
あ
る
,'
0

.
:

.食
慾
克
服
め
場
合
と
词
樣
'
先
.づ
問
題
I

:
る

念

i

國
.家
：の
野
心S

如
何
に
處
理
す
る
^

、に
感
染
す
る
：I

で
あ
る
。國
|

:
遲

'は
觀
土
擴
張
迄
豐
ぞ
然
|

自
然
は
.斎
 

き
使
命
を
吾
人
.に
輿
へ
，.て
ゐ
な
v>
o 

.大
降

は

皇

#
身
0;
塵

の

汔

髮

壞

ず

る

遝

命

を

有

す

态

0
.
;
立
法
素
：縣

志

康

泰

_
家
の
_
福
派
に
國
威
を 

だ

非

ぎ

る

と

の

確

信

学

.に

 

>
'
.
領
±
媒
瞎
の
た
め
國
釔
が
、戰
爭
を
疗
ふ
觀
ゼ
堅
ぶ
^

防
鐵
的
戰
f

國
家
の
f

£

:て
■
外
的
に
'是
靡
さ
れ
る
，
從
つ
て
市
民
：笔
し
韦 

た

き

め

、
有
變
に
際
し
、
潔
く
祖
國
の
I

に
死
す
冬
の
決
意
を
養
成
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
戰

證
 

で
I

、
：
、
平

和

は

、
：
法

律

の

保

持

に

次

e
最
大
：I

福
で
あ
る
。
.备

.
3防
衞
：の

た

洽

る

官

.戰
は
慨
重
楽
慮
'の
後
.に
梦
さ
る
可
.き
で
翁

%

赛

 ̂

隣
邦 

と
の
W
執
を
.但
避
し
國
際
情
說
'(
D
滿

養

综

也

、1

度

翁

議

發

生

せ

じ

場

合

：に

#
こ
^
が
解
決E

銳
意
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
: 

マ
ブ
リ
イ
の
理
想
と
す
る
國
家
形
態
は
聯
雜
共
和
國
で
蒙
。
'こ
れ
こ
そ
政
治
於
到
達
翁
美
高
■

體
で
あ
る
i

へ：.
'
:
政
治
鍊
の
»
心
は
之
れ
を
如
.何
に
.：克
膽
す
^
き
亦
。
'行
政
權
を
.分
割
1ぞ
^

と
な
る
0
政
治
.家
は
炎
'々
：自
己
'の
：.權
限
に
制
限
あ
.る
，事
^
常
1€
周
僚
に
.聞

か

：さ

れ

る
.
0

」

彼
 

の

反

對

：
に

も
_

ふ
事
が
な
..い
,0
:
之
^
反
し
若
し
.そ
の
；分
稱
に
滿
足
ぜ
^-
る
.に
：
到

る

時

は

忽

：ち

八

^

ひ
：戾
さ
れ
.る
.が

:-
>
恭

し

此

場

合

自

ら

非

を

：改

む

る

事

が

出

來

：な

け

れ

.は

.刑
罰

を

受

ぐ

右

事

，と

が

各

。
' 立
法
者
は
.彼
等
に
：對
し
餘
り
に
廣 

汎
且
つ
多
數
.の
職
務
.を
課
さ
ざ
る
■
が
，必
要
で
.あ
：り
又
陷
b
易
き
誘
惑
.：を
遠

ざ

け̂
様
注
意
せ
ね
ば
な
ら
'ぬ
。
锯

つ

て

又

_

_

を

短 

縮

し
.で

彼

等

を1>
,て
_
も

す

れ

ぱ

權

カ

：忆

狎

れ

-:
1
.め
：、
：
：法

外

な

野

望

；

1

<
事

な

が6
し
.め
.：る
0。
ソ 

:I 

|

民̂

ぬ

野

心

を

克

服

す

：る

に

當

つ

て

先

3
考
»
す
べ
老
は
市
：民
中
^
所
謂
貧
塚
と
稱 

等
は
自
ち
.
|
.
顧

の

人

間

：で

あ

名
.«
そ

忘

れ.勝
で
あ
幺
が
故
に
'-
>
立
法
者
は
±
じ
.く
彼
等
を
し
.で
：£
れ
以
上
墮
落
す
^

尊
厳
を
自
覺
せ
1>
心

る

：
に

努

カ

心

な

け

れ

ぼ

な

ら

：
ぬ

0
.
,
彼
等
<0
:
.勞
働
は
劣
等
苛
_
な
备
を
常
と
：す
る
.が
故
杧
ょ
り
勝
れ
た
る
方
法
：に
ょ 

つ
て
自
己
.の
勞
働
を
遂
行
ず
る
背
に
對
し
て
：ぼ
母
に
充
分
の
報
酬
を
做
し
で
彼
等
の
地
位
.の
向
上
を
圖
ら
な
け
れ
：ば
な
ら
な
い
。
先
づ 

彼
等
を
斯
か
る
境
涯
に
陷
ら
：.し
め
'た
る
*
困
か
ち
救
出
す
る
事
が
急
務
セ
あ
名
0
:名
食
^
^,
の
#

ほ̂
政
府
0'

存
在
を
部
弱
な
ら
し
む
る
o :

貴
民
が
輕
侮
せ
6:
る
：'
\程
椾

：
門

富

苕

の

倨

倣

尊

大

は

顯

著

と

：
馭

.
^
:
ィ

糜

或

ひ

，
は

勞

働

漭

，の
：
暴

励

が

生

じ

、
：
：

_
家
.の
孩
往
を
危
か
ら
し
む
る
P」

野
心
が
尨
大
な
る
計
窬
を
1

す
る
の
は
证
に
か
X
る

時
で
あ
る
。 

か
-\
る

大

衆

：の
：破

壞

的

運

動

：は

：

1
切
の
大
膽
な
る
市
民
；の
野
心
.に
.對
：し
;.
-
\
*乘
ず
各
(0
-
^

_
:市
民
0
野
心
.を
苋
服
す
る
：
__
*
'方
法
ば
、
-對

職

的

：
に
：
ぞ

の

智

德

ぢ

獎

勵

.す

を

杧

难

る

。
：：

.ぞ
の
實
際
的
方
法
と
1>
て
.、
.政
治
家
^

マ
ブ
リ
ィ
り
社
#
思

想.:'
;

1

〇

七

.(

四
ニ
 

5



テ

ィ

の

量

想

: -. 

1
0

八

S
 
ニ
六)

以
て
市
民
：の

甚

■

す
る
_

報

酬

皇

め

、
智
德
に
長
_

|
含

何

人

も

こ

の

地

位

に

就

任

し

得

る

も

の

と

す

る

。
一
‘
か

く

す

れ 

ば

讓

と

詐f

 

.
に
f

 

l

l
は

消

滅

し

、

智

德

：

S

J

:

.

S
的
_

心
：
が

鼓

吹

：

f

れ

、

善

を

愛

し

、
'
.
:
功

德

靈

す

る

の
 

仗
習
が
自
ら
涵
養
せ
ら
る〜

に
到
各
0
.か
く
て
眞
に
備
大
な
る
政
治
家
が
出
現
す
る
落
と
な
る
^
13
ソ

-
:

.
S

貪

慾

免

服

の

：
一

-方

法

と

：
し

て
5

の
農
地
法
を
提
_
せ

し

處

欉

篇

神

を

：以
て
、首
職
均
分
法
.
I
 

f

 

itaires

を
制
？
 

る
o
'本
法Q

響

は

各

階

級

S

し
て
、
f

、
同I:

數
の
I

に
亦
る
.
換
言
す
れ
ば
貴
族
政
治
の
.發

生

を

防

此

.す

る
«
に
在
，
.^
の
で
ぁ
る
。
‘
'
.
. 

.

虞

分

化

Q

鑛
は
立
法
諸
の
注
目
を
耍
す
る
翻
で
I

O

.ブ
般
的
に
言
へ
ば
階
級
分
化
は
多
岐
に
蒼
程
一
靈
ま
し
い
。
何
と
. 

な
れ
ば
階
級
數
多
け
れ
ば
多
い
程
、；
階
級
間
の
•不
均
衡
，
並
に
懸
隔
は
少
と
な
り
、
殆
ん
5

切
D
人
民
は
.眞
に
國
家
.に
.■對
し
て
、
關 

係
をi

篌

I

し
む
る
事
が
出
來
る
か
ら
で
1

C
 :

階
級
'多

き

羅

ひ

：、

其

れ

丈

け

^
^

け

權

ブ

を

救

が

れ

：
自

家

の

#
力
：を
濫
姻
す
る
0
機
會
も
亦
從
つ
て
少
く
な
る
の
，で
ぁ
る
0(

14)

.

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

' 

.

• 

• 

. 

.... 

' 

.

.

. 

- 

•

マ
フ
リ
ィ
はB
會
改
造
■

と
し
て
又
敎
育
の
効
f

 

:
重

要

視

す

：
.る
o 

:
.

良
民
形
成
の
.第

^ ̂

兒
義
育
は
鄭 

ら

父

親

のI

:
で
.ぁ
る
o
,兒
5

代
は
主
と
し
て
i

時
代
で
ぁ
る
如
ら
、
敎
S

は
何
.ょ
り
I

 

へ
て
、

星

に

對

し

、
相
互
に
正
し
く
、
且
つ
雰
を
な
す
べ
き
事
を
.敎
へ
ね
ば
f

ぬ
.。
互
に
正
し
く
善
行
を
爲
す
|

兒
童
の
學
ぶ
最
初 

の
言
葉
で
|

。|

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
.は
兒
童
に
は
未
I

.性
が
發
達
し
て
居
な
い

霞
-
^
^

M
S
—

M
a
—

神
に
；ょ

ら

ず

、
心

情
'に
俄

ら

ね

ば

な

ら

ぬ

と

：
い
；
ふ

事

で

あ

る

。

故
：：

に
過
：多
の.講
義
、
宿
題
は
兒
筮
に
と
つ
て
却
て
有
®
で
あ
り
、
長
ず 

る
，に

從

て

虛

罔

の

憤

習

に

染

ま

.し
め

又

、‘法

律

や

政

治

家

の

金

視

の

目

：を

掠

め

る

：と
：
い
ふ
，が

如

き

僞

善

に

陷

ら

し

む

る

*
と
な
る
。
友 

情
、
淸
廉
、
高
潔
等
の
社
會
的
德
性
.を
鼓
吹
し
、
：：恐
怖
に
凼
ら
ざ
る
服
從
を
敎
ぺ
、
勇
氣
、
榮
#
心
を
涵
養
ず
る
蕻
は
兒
童
敎
育
の
華 

礎
窜
织
で
あ
る 

0

,
ゾ
、
•
'
- 

'
:
,

v,
.
v
.
:
.
'

:

•
 

:

へ
.
.
'
.
:

.

'

.,
-: 

成
年
時
代
は
血
氣
墙
激
に
陷
り
易
き
危
險
時
代
：で
あ
.
.る
。
兒
童
.に
向
け
ら
れ
る
餘
り
に
寬
容
，な
る
父
親
0
慈
愛
ほ
却
て
成
年
を
誤
ら
. 

上
む
る
も
の
な
る
が
故
^
成
年
敎
育
に
は
禁
物
で
あ
る
。
宜
し
く
國
家
，自
ら
そ
の
：掌
に
：當
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
.先

づ

體

育

.，で

あ

る

、

各

都 

市
.に
：宛

期

に

集:#
す

-<
.き
訓
練
所
を
設
立
じ
て
、
：.競

技

並

：
に

武

器

操

練

に

ょ

：
つ
：
て

身

心

：
の
：
練

磨

向

：上

を

|1
]
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
匕 

胄
偏
重
：は
#
苹
を
動
も
^
れ
ぱ
姐
暴
^

し̂
む
る
？
兹
.に
德
育
の
必
要
な
：る
所
以
で
あ
る
タ
兔
時
：に
成
年
，を
校
舍
に
誘
導
し
て
、
精
神 

を
啓
發
し
理
性
を
哺
育
す
..る。：

德
育
の：

基
本
は
健
全
な
る
道
德
で
あ
る
。V

の
道
德
の
指
S
精
神
はr

汝
の
，欲
せ
ざ
る
所
を
人
に
施
す 

事
勿
れ」

：と
^
ふ
_
せ
あ
0
て
:'
>
凡
：そ

-
切

；の
道
德
梂
こ
：
の

敎

義

必

諸

歸

結

を

展

開

：せ
し
む

)

る
.事
に

に

ょ

：
つ

て

人

間

，
は

心

.情
毂
か
に
、
善
行
を
爲
ム
、
か
べ
て
相
互
：的
信
賴
を
起
す
に
到
る
。(

16)

m

w
、

f

に
次
い
.で
智

育

を

怠

.て
は
■ 

な
ら
ぬ
。
自
然
法
並
：に
歷
史
.の
：硏

究

は

そ

：の

.最
も

魔

要

：な

る

硏

究

對

象

；で

.あ
；る
。
體
育
、
德
育
ノ
领
育
こ：

れ
等
.三
容
が
相
俟
て
始
め
て 

良
.民
の
敎
育
：は
減
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.
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問
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し
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ぃ
熏
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性
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ー
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子
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し
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す

る

か

、
，
港

く
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さ
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の
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會
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何
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の

意
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人

間
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そ

の
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鞲
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に
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し
て
綺
^
^

'
る
.
功

、
る

翅|

ら

多

轉

は

屬

褊

を

斷

雷

し
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_

す
.る
。.養

し

無

神

論
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霄
I

そ

の

不

可

缺

の

銃

御
f

奪

ふ
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'
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墮

奪

し
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民
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命.
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.
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眞

理

が

常

に

有

用

：：の
も

.：の

.あ
る
と
ず
れ
ば
無
神
論
は
真
理
で
は
な
い
0
蓋
し
そ
は
戰
爭
>:
飢
娥
、
：黑
死
病
ょ
り
も
一
曆
人
間
に
と
つ
で 

常H

不

幸

た

る

べ

き

：も

の

だ

か

ら

で

あ

'る
：。§

,
而
し
て
机
神
論
も
亦
宗
敎
的
要
求
を
滿
足
せ
し
む
る
も
の
で
は
な
い
。
凡
そ
宗
敎
が 

人
類
に
對
し
て
宵
用
の
も
の
た
る
に
は
必
ず
具
體
的
、
公
共
的
禮
拜
を
伴
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
、
る
禮
拜
に
ょ
つ
て
大
衆
に
對 

し
、
世
界
を
支
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し
、
人
間
の
心
靈
を
洞
察
す
る
公
正
慈
悲
の
神
の
觀
念
を
想
起
せ
し
む
る
事
を
怠
る
時
は
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一
切
の
宗
敎
的
感
情
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驄
て
衰
滅
す
.る
か
、
域
は
變
質
す
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.に
到
る
で
あ
ら
ぅ
O
C21
V
マ
プ
リ
ィ
は
公
共
的
禮
拜
の
必
耍
を
强
調
す
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も
の
で
あ
る
o
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社
會
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手
段
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し
て
'マ
ブ
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ィ
が
說
く
所
は
大
要
前
述
の
如
く
で
あ
る
。
是
等
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問
■
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論

述
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「

立
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後
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ト
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會
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；
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o
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#
理
想
が
プ
ラ
ト
ン
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つ
て
窮
局
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な
く
、
第
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社
會
遲
想
た
る
が
如
く
、
上
涎「

立
法
_」

最
後
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ー
ー
蓮
の
思
想
も
亦
マ
ブ
リ
ィ
に
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つ
て
は
、
そ
の
茧
高
の
社
會
理
想
た
る
共
康
社
會
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■
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狀
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マ
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リ
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體

寒
§.形

成

：に

對

む

決

定

的

影

響
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與

べ

於

も

：の

ほ

古

代

希

職

並

'
に

羅

馬

の

:«
典
.で 

は

終

生

こ0'
^
典

の

淵

叢|
.に
在
つ
：
た0
,
浩

游

な

る

彼

の

著

作

は

能

;<
古
典
^̂

で
あ
急
。
，

f

事
實
マ.

ブ
.リ
汍
に
ょ
つ
セ
：引
用
さ
れ
：た
著
作
表
は
希
職
並
に
羅
馬
の
文
献
の
括
ん
.ど
完
全

事
力
U
來
.る
0

&
等

0
古

敗

中

分

け

：て
も
ブ
：
ラ

.^>
:

f̂c
對
す
：

：

る
傾
倒
は
最
も
深
く
、：

彼
の
：著
作「

共
和
國j

並
.に「

法
#:
篇」

は
マ
ブ
リ
ィ 

の
味
讀
肝
銘
措
く
能
は
ざ
り
し
所
で
：あ
0

，̂
：彼
0
4
^
:
生
義
.の
：|

^
は
こ
：\
に
.胎
生
し
た
も
0

の
最
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の
三
篇
0
营

ほ

プ

ラ
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、ン
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茲
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篇

ぼ
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調
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脚
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名
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他
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際
し
て
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す
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ブ
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ト

ン
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又
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あ
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？
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；
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.て

ゐ
.2
»
0こ

の

場
'^
、

彼

等.硏
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；
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M
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謂
一
般
意
志
の
敎
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認
め
ず
且
つ
彼
の
デ
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ク
ラ
シ
イ

、
並
に
社
#
契
約
.の
觀
念
を
幼
け
る
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:

':'
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立
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:
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^
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い
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軒
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兩

者
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然
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リ
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を
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史
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實

准
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凄
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、
ル
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タ

：1
に

據

办

ば
.私
有

財

產

の.發
生

は
.、
'社
會

の

：髟

成‘に
先

立
0
 々

叙

有

財

署

社

會

は

不

可

分

の

，關

係

4
!
.祚
：る

。
，
又

私

有

財
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は
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ツ
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遠

の
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に

於
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可
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進

费
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す
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消

極
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評
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度
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兩
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共

通

で
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一
が
、
ヾ
アブ
リ

イ

は

前

述

：

0

如
く
私
有
財
産
な
き

|{
: 

+
;會

..
の
存
在
を
可
能
と
思

考
す

る
が
故
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、
へ
そ
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女
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，祉

會

に
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す

る

悲

M
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y
1
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け
石
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對
照
す
れ
仗
、
：火
體
同
行
異
肋
の
立
場
に
在
.
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が
、：：他
面
顯
著
な
る
相
異
點
<D
存
す
石
事
は
明
ま
で
あ
る
タ
先
づ
V
ブ 

ヶ
リ
ィ
の
嚴
格
な
る
道
.德

主

義

、

偷

理

的

傾

向

は

モ

：
レ
、
リ
ー
の

：

快 

文

明

進

歩

に

對

す

る

•
マ 

ズ
-リ
イ
の
消
極
的
態
度
に
就
.：て
：
は

鍵_に
述
べ
：た

が

、
-'
;
モ
；
レ
リ
，
\
:は
之
.れ

に

扠

し

て

 

> ょ
く
文
明
の
恩
澤
を
是
認
し
之
れ
と
共
產
主
»
と

は
決
し
て
相
背
馳
す
る
も
の
と
は
考
へ
な
か
つ
た
。
こ
の
點
モ
レ
リ
イ
の
、
ル
ツ
ソ
K

マ
ブ
リ
イ
の
兩
者
に
對
し
一
日
の
長
あ
る
所 

以
で
あ
る
。

マ
プ
リ
イ
の
社
會
由
義
史
に
於
け
る
最
大
の
貢
献
は
バ
ブ
ゥ
フ
.に
對
す
る
影
響
で
あ
る
、
併
し
こ
の
事
は
バ
ブ
ゥ
フ
の
思
想
が
輿
ら

マ
ブ
リ
イ
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
バ
ブ
ゥ
フ
の
體
系
源
痕
は
彼
自
ら
表
明
し
て
ゐ
る
が
如
く
モ

9

レ
リ
イ
、
ル
ッ
ソ
ー
、
並
に
マ
プ
リ
イ
で
あ
る
o
c
l
> 特
に
マ
ブ
リ
イ
は
バ
ブ
ゥ
フ
を
通
じ
て
最
近
代
社
#
主
_
と
關
連
す
る
？

マ
プ
リ

イ
は
最
近
社
會
主
義
の
祖
父
で
あ
る
、
と
い
ふ
事
が
出
來
る
で
あ
&
ぅ
o

-
.

(

1)

l>
s
xド ibidem, p. 130. 

V

(

2) 

r 

w
o
a
o
o
 ̂

M
o
.

- 

• 

. 

. ■

.' 

.

.

.

.

.

.

W
O
O
S
^
W
3
« 

0
0
^
0
3
^
0
3
3
.

.. 

■ 

: 

■
 

.

.
■
.
/
. 

: 

.
'
: :■.
.
 

-:-
- 

:

.. 

......
 

,
 

: 
'

:■
;.

G
e
o
r
g
:
M

eLler;:bie'.Gesellschaftsa. .und .staatslehren .des'Abb^/Mably. und ihr 、3slnEUSS

'-puraas W
e
r
k

 der 
■ 

Kons

a.tuante.

.1932. s. 7
2
.
:

■

(

3)

. Anar6 LJohten.berger. 

L
e

 30cialis;me. au X
V
I
I
i

ffi

52

,を
or
,
ブ 2

4
5*

'へ4 
V
. 

: Advielie

-v.Histoire de ..B

p>beuf swabouvisme- I
L

 p. 

500
-
9
.

• 

V 

.. 

-
.
.
.
.
. 

■
-
■:
. 

V. 

• 

:
 

■■ 一-
.
.
.
' 

.... 

.

.
_ (

附
記)

' 

尙
、
：彼
，：の
人
性
論
政
體
論
敢
に
彼
の
時
代
め
哲
學
的
、
.政
治
的
經
濟
的
货
景
の
說
阴
が
殘
さ
れ
て
ゐ
る
が
紙
而
の
都
合
上
割
愛
せ
ざ 

:,
,
,■■
る
を
得
々
か
つ
た
：。
尙
本
稿
は
近
刑
せ
：ら
石

X

含
拙
著『

フ
ラ
ン
ス
社#

思
想』

の
--
*
部
な
.る
が
故
に
同
書
と
併
せ
'讀
ま
れ
る
な
ら
ば
.マ 

‘

.
ブ
：9
イ
の
歐
會
思
想
史
上
の
地
位
は

|

層
判
然
と
す
る
事
と
信
ず
る
。

:.
:.
:

.

.

■

:-
■一 

.

'

.'
' :■'■
.
.パ

:
' 

: 

V
:
.
: 

' 

'
.,
■

•

.
.

パ
 

- 

:
.
.
, 

.

.

.

.

.

.
' 

-
: 

.

.

.

の
.社
食
思
想
'.
'厂
7 

. 

H
2T
-

(

四
三：
1
C


